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こ のマニ ュ アルに記載さ れている仕様および製品に関する情報は、 予告な し に変更さ れる こ と があ り ます。 こ のマニ ュ アルに記載さ れている表現、 情報、 お

よび推奨事項は、 すべて正確であ る と 考えていますが、 明示的であれ黙示的であれ、 一切の保証の責任を負わない も の と し ます。 こ のマニ ュ アルに記載さ れ

ている製品の使用は、 すべてユーザ側の責任にな り ます。

対象製品の ソ フ ト ウ ェ ア  ラ イ セン スおよび限定保証は、 製品に添付 された 『Information Packet』 に記載さ れています。 添付されていない場合には、 代理店に

ご連絡 く だ さ い。

The Cisco implementation of TCP header compression is an adaptation of a program developed by the University of California, Berkeley (UCB) as part of UCB’s public 
domain version of the UNIX operating system. All rights reserved. Copyright © 1981, Regents of the University of California.

こ こ に記載さ れている他のいかな る保証に も よ らず、 各社のすべてのマニ ュ アルおよびソ フ ト ウ ェ アは、 障害も含めて 「現状のま ま」 と し て提供さ れます。

シ ス コおよびこ れ ら各社は、 商品性の保証、 特定目的への準拠の保証、 および権利を侵害し ない こ と に関する保証、 あ る いは取引過程、 使用、 取引慣行に

よ っ て発生する保証をはじ め と する、 明示さ れた ま たは黙示さ れた一切の保証の責任を負わない も の と し ます。

いかな る場合において も、 シ ス コおよびその供給者は、 こ のマニ ュ アルの使用ま たは使用で き ない こ と に よ っ て発生する利益の損失やデータ の損傷をはじ め

と する、 間接的、 派生的、 偶発的、 あ る いは特殊な損害について、 あ ら ゆ る可能性がシ ス コ ま たはその供給者に知ら さ れていて も、 それ ら に対する責任を一

切負わない も の と し ます。

Ciscoand the Ciscologo are trademarks or registered trademarks of Ciscoand/or its affiliates in the U.S. and other countries. To view a list of Ciscotrademarks, go to this 
URL: www.cisco.com/go/trademarks. Third-party trademarks mentioned are the property of their respective owners. The use of the word partner does not imply a partnership 
relationship between Ciscoand any other company. (1110R) 

こ のマニ ュ アルで使用し ている  IP ア ド レ スおよび電話番号は、 実際のア ド レ スおよび電話番号を示すも のではあ り ません。 マニ ュ アル内の例、 コ マン ド 出

力、 ネ ッ ト ワー ク  ト ポ ロ ジ図、 およびその他の図は、 説明のみを目的 と し て使用 されています。 説明の中に実際のア ド レ スおよび電話番号が使用さ れていた

と し て も、 それは意図的な も のではな く 、 偶然の一致に よ る も のです。
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はじめに

こ こ では、 次の項について説明し ます。

 • 対象読者

 • 表記法

 • 関連資料

 • マニ ュ アルの入手方法およびテ ク ニカル サポー ト

対象読者
こ のマニ ュ アルは、 Cisco MSE 仮想アプ ラ イ アン スの イ ン ス ト ールを行 う 経験豊富なネ ッ ト
ワーク管理者を対象 と し ています。 ま た、 こ のマニ ュ アルでは Cisco MSE 仮想アプ ラ イ アン ス
のシ ス テム要件について説明し ます。

表記法
こ のマニ ュ アルでは、 次の表記法を使用し ています。

表 2-1 表記法

表記法 説明

太字 コ マン ド 、 キーワー ド 、 およびユーザが入力する テキ ス ト は太字で記載
さ れます。

イ タ リ ッ ク体 文書の タ イ ト ル、 新規用語、 強調する用語、 およびユーザが値を指定す
る引数は、 イ タ リ ッ ク体で示し ています。

[ ] 角カ ッ コ の中の要素は、 省略可能です。

{x | y | z} 必ずいずれか 1 つを選択し なければな ら ない必須キーワー ド は、 波カ ッ
コ で囲み、 縦棒で区切って示し ています。

[x | y | z] いずれか 1 つを選択で き る省略可能なキーワー ド は、 角カ ッ コ で囲み、
縦棒で区切って示し ています。

string 引用符を付けない一組の文字。 string の前後には引用符を使用し ません。
引用符を使用する と 、 その引用符も含めて string と みな さ れます。
v
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はじめに    
（注） 「注釈」 です。

ヒ ン ト 「問題解決に役立つ情報」 です。

注意 「要注意」 の意味です。 機器の損傷ま たはデータ損失を予防する ための注意事項が記述されて
います。

警告 This warning symbol means danger.You are in a situation that could cause bodily injury.Before you 
work on any equipment, be aware of the hazards involved with electrical circuitry and be familiar with 
standard practices for preventing accidents. （こ のマニ ュ アルに記載されている警告の翻訳を参照
するには、 付録の 「翻訳版の安全上の警告」 を参照し て く だ さ い）。

関連資料
Mobility Services Engine および関連製品の詳細については、
http://www.cisco.com/c/en/us/support/wireless/mobility-services-engine/tsd-products-support-series-h
ome.html の URL を参照し て く だ さ い。

マニュアルの入手方法およびテクニカル サポー ト
マニ ュ アルの入手方法、 テ ク ニカル サポー ト 、 その他の有用な情報について、 次の URL で、
毎月更新さ れる 『What's New in Cisco Product Documentation』 を参照し て く だ さ い。 シ ス コ の新
規および改訂版の技術マニ ュ アルの一覧も示さ れています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

『What's New in Cisco Product Documentation』 は RSS フ ィ ード と し て購読でき ます。 また、 リ ー
ダー アプ リ ケーシ ョ ンを使用し て コ ンテンツがデス ク ト ッ プに直接配信される よ う に設定する こ
と もでき ます。 RSS フ ィ ード は無料のサービ スです。 シス コは現在、 RSS バージ ョ ン 2.0 をサ
ポー ト し ています。

courier フ ォ ン ト システムが表示する端末セ ッ シ ョ ンおよび情報は、 courier フ ォ ン ト で
示し ています。

<> パス ワード のよ う に出力されない文字は、 山カ ッ コで囲んで示しています。

[ ] シ ス テム  プ ロ ンプ ト に対するデフ ォル ト の応答は、 角カ ッ コ で囲んで
示し ています。

!、 # コー ド の先頭に感嘆符 （!） ま たはポン ド 記号 （#） があ る場合には、 コ
メ ン ト 行であ る こ と を示し ます。

表 2-1 表記法

表記法 説明
vi
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Cisco MSE 仮想アプラ イアンスの概要

 • 「概要」 （P.1-1）

 • 「MSE 仮想アプ ラ イ アン ス  リ フ ァ レ ン ス  ハー ド ウ ェ ア構成」 （P.1-1）

 • 「Resource Management」 （P.1-3）

概要
Cisco Mobility Services Engine （MSE） は、 ローエン ド 、 標準、 およびハイ エン ド の展開をサ
ポー ト する ために仮想アプ ラ イ アン ス と し て提供さ れます。

MSE 仮想アプ ラ イ アン スの標準テンプレー ト は次の と お り です。

 • Open Virtualization Format （OVF） for VMware 

 • Virtual Hard Disk （VHD） for Microsoft Hyper-V

 • Open Virtualization Format （OVF） for Citrix XenServer

MSE 仮想アプラ イアンス リ フ ァ レンス ハード ウェ ア構成
表 1-1 に、 使用可能な MSE 仮想アプ ラ イ アン ス  リ フ ァ レ ン ス  ハー ド ウ ェ ア構成を示し ます。

表 1-1 リ フ ァ レンス ハー ド ウ ェ ア構成 

MSE ローエン ド 仮想アプ
ラ イアンス

MSE 標準仮想アプ ラ イア
ンス

MSE ハイ  エン ド 仮想ア
プ ラ イアンス

プロセ ッサ

UCS-CPU-E5-2609 
（数量 ： 1）

UCS-CPU-E5-2660 
（数量 ： 1）

UCS-CPU-E5-2660 
（数量 ： 2）

RAM
UCS-MR-1X082RX-A
（数量 ： 1） - 8 GB

UCS-MR-1X082RX-A
（数量 ： 2） - 16 GB

UCS-MR-1X041RX-A  
（数量 4） - 24 GB

デ ィ ス ク

UCS-HDD300GI2F208
（数量 ： 2、 RAID 1 構成）

UCS-HDD300GI2F208
（数量 ： 4、 RAID 10 構成）

UCS-HDD300GI2F208
（数量 ： 4、 RAID 10 構成）

RAID

UCS-RAID-9266CV UCS-RAID-9266CV UCS-RAID-9266CV
1-1
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第 1 章      Cisco MSE 仮想アプ ラ イアンスの概要              
  MSE 仮想アプ ラ イアンス リ フ ァ レンス ハー ド ウ ェ ア構成
最小要件を満たす Cisco Unified Computing System™ （Cisco UCS） 構成例

UCSC-C240-M3L

UCS C240 M3 LFF ：
CPU、 メ モ リ 、 HD、
PCIe、 PSU な し、 レール 
キ ッ ト 、 expdr あ り

UCSC-C240-M3L

UCS C240 M3 LFF ： CPU、
メ モ リ 、 HD、 PCIe、 PSU 
な し、 レール キ ッ ト 、
expdr あ り

UCSC-C240-M3L

UCS C240 M3 LFF ：
CPU、 メ モ リ 、 HD、
PCIe、 PSU な し、 レール 
キ ッ ト 、 expdr あ り

UCS-CPU-E5-2609

2.4 GHz E5-2609/80W 
4C/10MB キ ャ ッ シ ュ
/DDR3 1066MHz

UCS-CPU-E5-2660

2.20 GHz E5-2660/95W 
8C/20MB キ ャ ッ シ ュ
/DDR3 1600MHz

UCS-CPU-E5-2660

2.20 GHz E5-2660/95W 
8C/20MB キ ャ ッ シ ュ
/DDR3 1600MHz

UCS-MR-1X082RX-A

8GB DDR3-1333-MHz 
RDIMM/PC3-10600/2R/1.
35v

UCS-MR-1X082RX-A

8GB DDR3-1333-MHz 
RDIMM/PC3?10600/2R/1.
35v

UCS-MR-1X041RX-A

4GB DDR3-1333-MHz 
RDIMM/PC3?10600/1R/1.
35v

UCS-HDD300GI2F208

300GB SAS 15K RPM 3.5 
イ ンチ HDD/ホ ッ ト  プ ラ
グ/ ド ラ イ ブ ス レ ッ ド  マ
ウ ン ト 済み

UCS-HDD300GI2F208

300GB SAS 15K RPM 3.5 
イ ンチ HDD/ホ ッ ト  プ ラ
グ/ ド ラ イ ブ ス レ ッ ド  マ
ウ ン ト 済み

UCS-HDD300GI2F208

300GB SAS 15K RPM 3.5 
イ ンチ HDD/ホ ッ ト  プ ラ
グ/ ド ラ イ ブ ス レ ッ ド  マ
ウ ン ト 済み

UCS-RAID-9266CV

MegaRAID 9266CV-8i 
w/TFM + Super Cap

UCS-RAID-9266CV

MegaRAID 9266CV-8i 
w/TFM + Super Cap

UCS-RAID-9266CV

MegaRAID 9266CV-8i 
w/TFM + Super Cap

UCSC-PSU-650W

C シ リ ーズ ラ ッ ク  サー
バ向け 650W 電源

UCSC-PSU-650W

C シ リ ーズ ラ ッ ク  サーバ
向け 650W 電源

UCSC-PSU-650W

C シ リ ーズ ラ ッ ク  サー
バ向け 650W 電源

R2XX-DMYMPWRCORD

電源コー ド  オプシ ョ ン
な し

R2XX-DMYMPWRCORD

電源コー ド  オプシ ョ ン
な し

R2XX-DMYMPWRCORD

電源コー ド  オプシ ョ ン
な し

表 1-1 リ フ ァ レンス ハー ド ウ ェ ア構成 （続き）

MSE ローエン ド 仮想アプ
ラ イアンス

MSE 標準仮想アプ ラ イア
ンス

MSE ハイ  エン ド 仮想ア
プ ラ イアンス
1-2
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第 1 章      Cisco MSE 仮想アプ ラ イアンスの概要
  Resource Management   
Resource Management
リ ソース管理は、 導入する ラ イ セン スに よ って異な り ます。 表 1-2 に、 仮想アプ ラ イ アン ス を
設定で き る レベルを示し ます。

表 1-2 仮想マシンのサイジングの図 

プ ラ イマ リ  MSE
リ ソース

サポー ト される ラ イセンス （個別）

仮想アプ ラ イ アン
ス  レベル

メ モ リ 合計 仮想 CPU 基本ラ イ
セン ス
（AP）

CMX ラ イ
セン ス
（AP）

wIPS ラ イ セン ス
（AP）

ローエン ド 8G 4 200 サポー ト
対象外

2000

規格 16G 8 2500 2500 6000

ハイ エン ド 24 G 16 5000 5000 8000
1-3
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Cisco MSE 仮想アプ ラ イアンス イ ンス
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章第 2

仮想アプラ イアンスのラ イセンス

Cisco MSE 仮想アプ ラ イ アン スは、 http://software.cisco.com/download/navigator.html の 
Cisco.com の Software Center か ら ダ ウ ン ロー ド し ます。 MSE の仮想アプ ラ イ アン スの各イ ン ス
タ ン スでは、 MSE Virtual Appliance Activation ラ イ セン ス （L-MSE-8.0-K9） が必要です。 ア ク
テ ィ ベーシ ョ ン  ラ イ セン スがない場合、 Mobility Services Engine （MSE） は、 120 間有効な評価
モー ド で開始さ れます。 サービ ス  ラ イ セン スがホ ス ト 上に存在する場合で も、 ア ク テ ィ ベー
シ ョ ン  ラ イ セン スが イ ン ス ト ール さ れていない と サービ ス  ラ イ セン スは拒否されます。 評価
ラ イ セン スは、 AP の数 と エン ド  デバイ スの数に よ って制限さ れます。 追加の評価ラ イ セン ス
については、 シ ス コ販売チームに問い合わせて く だ さ い。

仮想アプ ラ イ アン スのア ク テ ィ ベーシ ョ ン  ラ イ セン ス を使用し て、 仮想アプ ラ イ アン ス をア ク
テ ィ ブにする必要があ り ます。 仮想アプ ラ イ アン ス （アプ ラ イ アン スで show udi を実行） か
ら、 ま たはPrime Infrastructure の UI の [MSE General Properties] ページか ら  Unique Device 
Identifier （UDI） を取得で き ます。 こ の情報を使用し て、 仮想アプ ラ イ アン ス  ア ク テ ィ ベー
シ ョ ン  ラ イ セン スおよび永久サービ ス  ラ イ セン ス を購入し ます。

次のオプシ ョ ン を使用し て、 Prime Infrastructure に仮想アプ ラ イ アン ス  ラ イ セン ス を追加で き
ます。

 • MSE を初めて イ ン ス ト ールする場合、 [Add Mobility Service Engine] ページを使用する。 詳
細については、 「Prime Infrastructure での MSE の設定」 （P.3-20） を参照し て く だ さ い。

 • [License Center] ページを使用する。 MSE へのラ イセン ス  フ ァ イルの追加に関する詳細につい
ては、 『Connected Mobile Experiences Configuration Guide, Release 8.0』 を参照し て く だ さい。

License Center を使用したラ イセンス フ ァ イルの MSE への追加

ラ イ セン ス を追加する には、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 MSE 仮想アプ ラ イ アン ス を イ ン ス ト ールし ます。 詳細については、 Cisco MSE 仮想アプ ラ イ ア
ン ス  OVA フ ァ イルのダ ウ ン ロー ド を参照し て く だ さ い。 

ステ ッ プ 2 MSE を  Prime Infrastructure に追加し ます。 詳細については、
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/mse/7-6/MSE_CAS/7_6_MSE_CAS/7_4_MSE_CAS_c
hapter_010.html#ID136 を参照し て く だ さ い。

ステ ッ プ 3 Prime Infrastructure UI で [Administration] > [License Center] の順に選択し て、 [License Center] 
ページにア ク セス し ます。

ステ ッ プ 4 左側のサ イ ド バーの メ ニ ューか ら、 [Files] > [MSE Files] を選択し ます。

ステ ッ プ 5 [Add] を ク リ ッ ク し て、 ラ イ セン ス を追加し ます。

[Add A License File] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが表示さ れます。
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ステ ッ プ 6 [MSE Name] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら  [MSE] を選択し ます。

ステ ッ プ 7 [Choose File] を ク リ ッ ク し て、 ア ク テ ィ ベーシ ョ ン  ラ イセン ス  フ ァ イルを参照し て選択し ます。

ステ ッ プ 8 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

送信し た ら、 ラ イ セン スがア ク テ ィ ブにな り 、 [License Center] ページに ラ イ セン ス情報が表示
さ れます。

こ の イ メ ージは、 仮想アプ ラ イ アン スの License Center UI に対する最新の変更を示し ます。
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章第 3

VMware 仮想マシンでの MSE 仮想アプラ イ
アンス

こ の章では、 Cisco Mobility Services Engine （MSE） の Open Virtual Appliance （OVA） コ ンポー
ネン ト を イ ン ス ト ールする方法について説明し ます。 以下のセ ク シ ョ ンが含まれています。

 • 「Cisco MSE OVA について」 （P.3-1）

 • 「仮想化の概念」 （P.3-1）

 • 「Cisco MSE 仮想アプ ラ イ アン スの イ ン ス ト ール ワーク フ ロー」 （P.3-2）

Cisco MSE OVA について
Open Virtual Appliance （OVA） は、 1 つ以上の仮想マシン （VM） か ら構成さ れる ビル ド 済みの
ソ フ ト ウ ェ ア  ソ リ ューシ ョ ンで、 1 つのユニ ッ ト と し てパ ッ ケージ さ れ、 保守、 更新、 および
管理さ れます。

Cisco MSE の OVA で使用で き るバージ ョ ンは次の と お り です。

 • ローエン ド  vMSE 向けには、 250GB+ デ ィ ス ク領域を持つ MSE 仮想アプラ イ アン スの OVA。

 • 標準およびハイ エン ド  vMSE 向けには、 500GB+ デ ィ ス ク領域を持つ MSE 仮想アプ ラ イ ア
ン スの OVA。

仮想化の概念
仮想化の詳細については、 次のマニ ュ アルを参照し て く だ さ い。

 • https://www.vmware.com/pdfvirtualization.pdf

 • 仮想化の基本

 • ESXi の設定
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Cisco MSE 仮想アプラ イアンスのインス ト ール ワーク フ
ロー

次の表では、 Cisco Mobility Services Engine （MSE） 仮想アプ ラ イ アン ス を展開する と き に実行
する手順について説明し ます。

前提条件の確認

仮想マシンに Mobility Services Engine （MSE） を イ ン ス ト ールする前に、 以下の こ と を確認す
る必要があ り ます。

 • MSE サーバのホ ス ト と し て使用する予定のマシン上に VMware ESX/ESXi の最新バージ ョ
ンが イ ン ス ト ール さ れ、 設定さ れている。 ホ ス ト  マシンのセ ッ ト ア ッ プ と 設定について
は、 VMware のマニ ュ アルを参照し て く だ さ い。

 • イ ン ス ト ール さ れている  VMware ESXi ホ ス ト が到達可能であ る。

 • vSphere Client の最新バージ ョ ン を使用し て、 小規模な展開を管理で き る。

 • ESXi ホ ス ト を管理する ために、 vCenter Server の最新バージ ョ ンが Windows ホ ス ト に イ ン
ス ト ール さ れている。

表 3-1 MSE 仮想アプ ラ イアンスのイ ンス ト ール ワーク フ ロー

プロセス 説明

1. Cisco MSE VA イ ン ス ト ー
ルの要件を確認し、 準備
し ます。

詳細については、 「前提条件の確認」 （P.3-2） を参照し て
く だ さ い。

2. Cisco MSE VA OVA フ ァ イ
ルを  Cisco.com か ら ダ ウ ン
ロー ド し ます。

詳細については、 「Cisco MSE 仮想アプ ラ イ アン ス  OVA 
フ ァ イルのダ ウ ン ロー ド 」 （P.3-3） を参照し て く だ さ い。

3. ハイ エン ド 仮想アプ ラ イ
アン ス を設定し ます。

詳細については、 「ハイ エン ド 仮想アプ ラ イ アン スの設
定」 （P.3-3） を参照し て く だ さ い。

4. OVF テンプレー ト と し て 
OVA を展開し ます。

こ のプ ロ セスでは、
vSphere Client のテンプ
レー ト に従って段階的に
手順を実行し ます。 段階
的なテンプレー ト を完了
し た後で、 自分で指定し
たすべての情報を確認し、
修正を行った後で OVA を
展開で き ます。

詳細については、 「OVF テンプレー ト と し て  Cisco MSE 
OVA フ ァ イルを展開する」 （P.3-4） を参照し て く だ さ い。

5. 基本的な設定を行います。 詳細については、 「MSE 仮想アプ ラ イ アン ス  VM を起動
する ための基本設定」 （P.3-10） を参照し て く だ さ い。

6. Prime Infrastructure での 
MSE の設定

詳細については、 「Prime Infrastructure での MSE の設定」
（P.3-20） を参照し て く だ さ い。
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Cisco MSE 仮想アプラ イアンス OVA フ ァ イルのダウンロー ド

Mobility Services Engine （MSE） の Open Virtualization Archive （OVA） は、 vSphere Client ま た
は vCenter Server が イ ン ス ト ール さ れてい る マシンに保存さ れます。

.ova フ ァ イルをダ ウ ン ロー ド する には、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 http://software.cisco.com/download/navigator.html の Cisco MSE 仮想アプ ラ イ アン スにア ク セス し
ます。

ステ ッ プ 2 [Product/Technology Support] セ ク シ ョ ンで、 [Download Software] を選択し ます。

ステ ッ プ 3 [Select a Product] セ ク シ ョ ンで [Products] > [Wireless] > [Mobility Services] > [Cisco Mobility 
Services Engine Virtual Appliance] を選択し て、 Wireless ソ フ ト ウ ェ アへナビゲー ト し ます。

Cisco Mobility Services Engine 仮想アプ ラ イ アン スの最新 リ リ ース  ソ フ ト ウ ェ アの リ ス ト が、ダ
ウ ン ロー ド 用に使用で き ます。

ステ ッ プ 4 [Latest] リ ス ト で、 7.6.100.0 ま たは 最新の 7.6 リ リ ース  バージ ョ ン をダ ウ ン ロー ド する よ う 選
択し ます。

ステ ッ プ 5 以下のいずれかの ova フ ァ イルを選択し てダ ウ ン ロー ド する こ と がで き ます。

 • MSE-VA-8-0-x-x.ova ： 中規模およびハイ  エン ド の VMware ESXi マシンに MSE を展開
する には、 こ のフ ァ イルを使用し ます。 こ の OVA は、 標準アプ ラ イ アン スに対し てデフ ォ
ル ト で設定さ れています。 OVA をハイ エン ド  アプ ラ イ アン ス と し て機能させる には、 い く
つかの修正が必要です。 詳細については、 「ハイ エン ド 仮想アプ ラ イ アン スの設定」 を参照
し て く だ さ い。

 • MSE-VA-8-0-x-x-LowEnd.ova ： ロー エン ド の VMware ESXi マシンに MSE を展開する
には、 こ のフ ァ イルを使用し ます。

ステ ッ プ 6 OVF テンプレー ト の展開を開始する と き に、 コ ン ピ ュータ の見つけやすい場所に イ ン ス ト ーラ
を保存し ます。

ハイエン ド仮想アプラ イアンスの設定

中規模およびハイ  エン ド の仮想アプ ラ イ アン ス を展開する には、 MSE-VA-8-0-x-x.ova フ ァ
イルを使用し ます。

イ ン ス ト ール さ れた標準 ova をハイ  エン ド  ova と し て使用する には、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 「OVF テンプレー ト と し て  Cisco MSE OVA フ ァ イルを展開する」 に記載されている手順に従っ
て、 OVA フ ァ イルを展開し ます。

ステ ッ プ 2 CPU の数を増やす前に、 仮想マシン （VM） の電源がオフになっている間に最新の ESXi サー
バ上で仮想ハー ド ウ ェ アをア ッ プグ レー ド する必要があ り ます。 仮想アプ ラ イ アン スに 8 個よ
り 多 く の コ アを割 り 当て る には、 仮想ハー ド ウ ェ アをア ッ プグ レー ド する必要があ り ます。
図 3-1を参照し て く だ さ い。 
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図 3-1 仮想ハー ド ウ ェ アのア ッ プグレー ド

ステ ッ プ 3 メ モ リ の割 り 当てを編集し、 適切な リ ソースが割 り 当て られている こ と を確認し ます。 表 3-2
を参照し て く だ さ い。 

（注） こ れら のレベルは、 仮想アプ ラ イ アン スおよび該当する要件で設定で き ます。 ハイパー ス レ ッ
ド の仮想コ アではな く 、 専用の コ アをアプ ラ イ アン スに割 り 当て ます。 ホ ス ト に よ り 多 く の仮
想コ アが存在し、 よ り 多 く のアプ ラ イ アン ス を展開する こ と にする と 、 パフ ォーマン スは影響
を受け ます。

OVF テンプレー ト と し て Cisco MSE OVA フ ァ イルを展開する

Mobility Services Engine （MSE） の仮想アプ ラ イ アン スは、 Open Virtualization Archive （OVA）
フ ァ イル と し て配布さ れます。 OVA は、 OVF パ ッ ケージを  TAR 形式の 1 つのフ ァ イルで配信
し た も のです。 OVA フ ァ イルをダ ウ ン ロー ド し た ら、 vSphere Client アプ リ ケーシ ョ ンか ら  
Open Virtualization Format （OVF） テンプレー ト を展開し ます。

表 3-2 仮想アプラ イアンスのレベルの設定

プ ラ イマ リ  MSE リ ソース サポー ト される ラ イセンス （個別）

仮想アプ ラ イ アンス 
レベル メ モ リ合計 CPU

CAS ラ イセン
ス （AP）

wIPS ラ イセンス
（AP）

レベル 2 8G 4 200 2000

レベル 3 16G 8 2500 6000

レベル 4 24 G 16 5000 10000
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（注） OVA を導入する前に、 シ ス テム要件をすべて満た し てい る こ と を確認し ます。 「前提条件の確
認」 （P.3-2） を確認し て く だ さ い。

（注） OVA を新し く 展開し た後で、 仮想マシン （VM） を再起動する必要があ り ます。

ステ ッ プ 1 デス ク ト ッ プの VMware vSphere Client アプ リ ケーシ ョ ン を開き ます。

ステ ッ プ 2 vSphere Client ま たは vCenter Server に ロ グ イ ン し ます （「図 3-2 を参照し て く だ さ い）。

図 3-2 VMware vSphere Client

ステ ッ プ 3 OVF テンプレー ト にア ク セスする には、 次の よ う に vSphere Client を使用し ます。

a. [Home] > [Inventory] > [Hosts and Clusters] の順に選択し ます。

b. OVF テンプレー ト を展開する ホ ス ト を選択し ます。

c. vSphere のツールバーで、 [File] > [Deploy OVF Template] を選択し ます。

[Deploy OVF Template] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが表示さ れます （「図 3-3」 を参照）。
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図 3-3 OVF テンプレー ト の展開

ステ ッ プ 4 [Source location] を選択し ます （「図 3-4」 を参照）。

a. [Browse] を ク リ ッ ク し ます。 [Open] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが開き ます。

b. [Open] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで、 コ ン ピ ュータ にダ ウ ン ロー ド し た  .ova フ ァ イルを見つ
けて、 [Open] を ク リ ッ ク し ます。

図 3-4 フ ァ イルまたは URL からの展開

ステ ッ プ 5 [Next] を ク リ ッ ク し ます。
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ステ ッ プ 6 OVF テンプレー ト の詳細を確認し、 [Next] を ク リ ッ ク し ます （図 3-5 を参照）。 Cisco MSE 仮想
アプ ラ イ アン スの詳細には、 次の も のが含まれます。

 • バージ ョ ン番号

 • ダ ウ ン ロー ド し たサ イ ズ

 • デ ィ ス ク のサ イ ズ

 – 展開直後に仮想アプラ イ アン スで消費されるデ ィ ス ク領域の量に対する シン  プロ ビジ ョ
ン。 これは、 仮想アプラ イ アン ス を展開するのに必要な、 最小のデ ィ ス ク領域です。

 – 仮想アプ ラ イ アン スが消費で き るデ ィ ス ク領域の最大量に対する シ ッ ク  プ ロ ビジ ョ ン。

（注） シ ッ ク  プ ロ ビジ ョ ン と シン  プ ロ ビジ ョ ンの詳細については、 「ス テ ッ プ 10」 の タ ス ク を参照し
て く だ さ い。

図 3-5 OVF テンプレー ト の詳細の確認

ステ ッ プ 7 [Next] を ク リ ッ ク し ます。 [Name and Location] ウ ィ ン ド ウが表示されます （図 3-6 を参照）。

ステ ッ プ 8 [Name] フ ィ ール ド に、 新し い仮想アプ ラ イ アン スのテンプレー ト 名を入力し ます。 vCenter を
使用し て仮想マシン を管理し ている場合は、 イ ンベン ト リ の場所を選択する こ と も で き ます。
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図 3-6 [Name and Location] ウ ィ ン ド ウ

ステ ッ プ 9 [Next] を ク リ ッ ク し ます。 [Disk Format] ウ ィ ン ド ウが表示さ れます （図 3-7 を参照）。

図 3-7 [Disk Format] ウ ィ ン ド ウ

ステ ッ プ 10 デ ィ ス ク のフ ォーマ ッ ト を選択し ます。

 • 仮想アプ ラ イ アン スで必要な ス ト レージ と し て十分な容量があ り 、 仮想デ ィ ス ク に対し て
領域の特定の割 り 当てを設定し たい場合は、 次のシ ッ ク  プ ロ ビジ ョ ン  タ イ プのいずれかを
選択し ます。

 – シ ッ ク  プ ロ ビジ ョ ン （Lazy Zeroed） ： 仮想デ ィ ス ク が作成さ れる と き に、 仮想デ ィ ス
ク で必要な領域が割 り 当て られます。 仮想デ ィ ス ク の作成時には物理デバイ ス上に
残っているデータは消去さ れませんが、 後で仮想デ ィ ス ク か ら の最初の書き込みで、
要求に応じ てゼ ロ に設定さ れます。
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 – シ ッ ク  プ ロ ビジ ョ ン （Eager Zeroed） ： 仮想デ ィ ス ク が作成さ れる と き に、 仮想デ ィ ス
ク で必要な領域が割 り 当て られます。 Lazy Zeroed オプシ ョ ン と 異な り 、 仮想デ ィ ス ク
の作成時に、 物理デバイ スに残っているデータは消去されます。

 • シン  プ ロ ビジ ョ ン ： シ ッ ク形式 と 異な り 、 仮想デ ィ ス ク で必要な領域は、 作成時には割 り
当て られません。 後で要求に応じ て供給さ れ、 ゼ ロ に設定されます。

ステ ッ プ 11 [Next] を ク リ ッ ク し ます。 [Network Mapping] ウ ィ ン ド ウが表示さ れます。

ステ ッ プ 12 OVF テンプレー ト で指定される各ネ ッ ト ワーク に対し て、 イ ン フ ラ ス ト ラ ク チャの 
[Destination Network] 列を右ク リ ッ ク し てネ ッ ト ワーク を選択し てネ ッ ト ワーク  マ ッ ピ ン グ を
設定し、 [Next] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 13 [Ready to Complete] ウ ィ ン ド ウが表示さ れます。 設定し た展開のそれぞれの内容を確認し ます
（図 3-8 を参照）。

図 3-8 [Ready to Complete] ウ ィ ン ド ウ

ステ ッ プ 14 設定に何ら かの変更を加え る には、 [Back] を押し て、 展開を終了する には [Finish] を ク リ ッ ク
し ます。

進捗バーは、 Cisco MSE 仮想アプ ラ イ アン スの展開の進捗に対応し ています。 ネ ッ ト ワーク の
遅延に よ っては、 完了する までに 5 ～ 10 分かか る こ と があ り ます （図 3-9 を参照）。 導入が完
了する と 、 [Deployment Completed Successfully] ダ イ ア ロ グ  ボ ッ ク スが表示さ れます
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図 3-9 [Deploying] ダイアログボ ッ クス

ステ ッ プ 15 [Close] を ク リ ッ ク し てダ イ ア ロ グ を閉じ ます。

図 3-10 展開が正常に完了し たダイアログボ ッ クス

ステ ッ プ 16 vSphere Client の [Summary] タ ブで、 仮想マシンの情報を確認し ます。

ステ ッ プ 17 展開し た仮想アプラ イ アン スが、 vSphere Client の左側のペイ ンで、 ホ ス ト の下に表示されます。

ステ ッ プ 18 MSE 仮想アプ ラ イ アン スの電源をオンにする前に、 MSE 仮想アプ ラ イ アン スのテンプレー ト
を編集し て、 管理およびデータ  イ ン ターフ ェ イ ス と ネ ッ ト ワーク  イ ン ターフ ェ イ ス を目的の
設定にマ ッ プ し ます。

ステ ッ プ 19 MSE の イ ン ス ト ールおよび設定に進みます。 詳細については、 「「MSE 仮想アプ ラ イ アン ス  
VM を起動する ための基本設定」 （P.3-10）」 を参照し て く だ さ い。

MSE 仮想アプラ イアンス VM を起動するための基本設定

新し い仮想マシンでの Mobility Services Engine （MSE） 仮想アプ ラ イ アン スの展開が完了し ま
し た。 仮想マシンの ノ ー ド が、 VMware vSphere Client ウ ィ ン ド ウの リ ソース  ツ リ ーに表示さ れ
る よ う にな り ます。 展開後に、 MSE 仮想アプ ラ イ アン スの基本設定を行 う 必要があ り ます。

MSE の設定を開始する には、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 vSphere Client で、 リ ソース  ツ リ ーの [MSE virtual appliance] ノ ー ド を ク リ ッ ク し ます。 仮想マ
シン  ノ ー ド が、 MSE 仮想アプ ラ イ アン ス を展開し たホ ス ト 、 ク ラ ス タ、 ま たは リ ソース  プー
ルの下の Hosts and Clusters ツ リ ーに表示さ れます。

ステ ッ プ 2 OVA フ ァ イルの展開中に仮想マシンの電源がオンになっていない場合は、 vSphere Client の左
側のペイ ンに表示さ れている仮想アプ ラ イ アン ス を右ク リ ッ ク し、 [Power] > [Power on] を選
択し ます。
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図 3-11 仮想アプラ イアンスの電源投入

[VSphere Client] ペイ ンの下部にあ る  [Recent Tasks] ウ ィ ン ド ウは、 仮想マシンの電源投入に関
連する タ ス ク のス テータ ス を示し ています。 仮想マシン を正常に起動し た後で、 タ ス ク のス
テータ ス列に [Completed] と 表示さ れます。

ステ ッ プ 3 キーボー ド 入力で コ ン ソール プ ロ ンプ ト をア ク テ ィ ブにする には、 コ ン ソール ペイ ン内で 
[Console] タ ブを ク リ ッ ク し ます。 VM が起動を開始し ます。

図 3-12 [Console] タ ブ

ステ ッ プ 4 Enter キーを押し て、 MSE の イ ン ス ト ール ウ ィ ザー ド を開始する ための ロ グ イ ン  プ ロ ンプ ト
を表示し ます。 次の出力が表示さ れます。

（注） イ ン ス ト ール プ ロ セスは完了までに約 45 分かか り ます。

------------------------------------------------------------------

Cisco Mobility Service Engine
mse login: root
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Password: password

Running the Cisco Mobility Services Engine installer.It may take several 
minutes to complete.
CISCO-MSE-L-K9-8-0-x-x-64bit.bin
MSE_PUB.pem
signhash.bin
Preparing to install...
Extracting the JRE from the installer archive...
Unpacking the JRE...
Extracting the installation resources from the installer archive...
Configuring the installer for this system’s environment...

Launching installer...

Preparing SILENT Mode Installation...

================================================================ 
 

Cisco Mobility Services Engine (created with InstallAnywhere by 
Macrovision)
----------------------------------------------------------------
Auto Startup
------------

The Cisco MSE is configured to startup automatically at system boot 
up.You can modify this setting using setup.shafter installation is 
completed.

 

================================================================ 
 

Installing...
-------------
[==================|==================|==================|=============]
[------------------|------------------|------------------|-------------]

========================================================================
Database Installation
---------------------

The installer will now install the database.This may take a long time 
(up to 30 minutes).Do not cancel the installer during this setup.

Installing Database files

Step 1/3 - Installing Database files
Step 1/3 Completed
Step 2/3 - Configuring Database
Step 2/3 Completed
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Step 3/3 - Updating patches

Step 3/3 Completed
Installation of database completed

=======================================================================
-------------------------------------------------------------------]

Starting Health Monitor, Waiting to check the status
Health Monitor successfully started
Starting Admin process...
Started Admin process...
Starting database .....
Database started successfully.Starting framework and services ........

（注） 最初の イ ン ス ト ールの後、 新し く 作成し た VM か ら ロ グオフ される ため、 も う 一度コ ン ソール 
パネルに ロ グ イ ンする必要があ り ます。

ステ ッ プ 5 MSE 仮想マシン をシ ャ ッ ト ダ ウ ン し て再起動し ます。

GRUB Loading stage2...
Press any key to continue.
Press any key to continue.

ステ ッ プ 6 MSE を設定し ます。

[root と  password でログイ ン し ます]
-----------------------------------------------------------
Cisco Mobility Services Engine

mse login: root
password: password
Last login: Mon Apr 7 04:11:50 on tty1

[ログイ ンする とすぐに設定が始ま り ます]

Would you like to setup initial parameters using menu options (yes/no) [yes]:

[Enter キーを押し て、 メ ニュー オプシ ョ ンを使用するためのデフ ォル ト 値 （yes） を使用し ます]

Please select a configuration option below and enter the
requested information.You may exit setup at any time by
typing <Ctrl+C>.

You will be prompted to choose whether you wish to configure a
parameter, skip it, or reset it to its initial default value.
Skipping a parameter will leave it unchanged from its current
value.
3-13
Cisco MSE 仮想アプ ラ イアンス イ ンス ト ールおよびコ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン  ガイ ド     

OL-32455-01-J



第 3 章      VMware 仮想マシンでの MSE 仮想アプ ラ イアンス               
  Cisco MSE 仮想アプ ラ イアンスのイ ンス ト ール ワーク フ ロー
Please note that the following parameters are mandatory and must be configured 
at lease once.
        -> Hostname
        -> Network interface eth0
        -> Timezone settings
        -> Root password
        -> NTP settings
        -> Prime Infrastructure password

You must select option 24 to verify and apply any changes made during this 
session.
--------------------------------------------------------------

PRESS <ENTER> TO CONTIBNUE:

--------------------------------------------------------------

Configure MSE:

（注） ネ ッ ト ワーク内で Mobility Services Engine が最適に動作する よ う に、 すべての関連項目を初期
セ ッ ト ア ッ プ時に設定する こ と を推奨し ます。 ホ ス ト 名 と イーサネ ッ ト  0 （eth0） ま たはイー
サネ ッ ト  1 （eth1） ポー ト は、 必ず自動イ ン ス ト ール中に設定し て く だ さ い。

（注） 次の コ マン ド を使用する と 、 自動イ ン ス ト ール ス ク リ プ ト をいつで も再実行し て、 パ ラ メ ータ
を追加ま たは変更で き ます。 
[root@mse]# /opt/mse/setup/setup.sh. 
変更し ない値は、 こ れら の更新で再入力する必要はあ り ません。

（注） あ る項目を設定し ない場合は、 skip を入力する と 次の設定手順のプ ロ ンプ ト が表示さ れます。
ス キ ッ プ さ れた設定は保持さ れ、 変更さ れません。

（注） Mobility Services Engine の最小限の設定は、 コ ン ソールを使用し た イ ン ス ト ールの一環 と し て
実行さ れます。 自動イ ン ス ト ールを使用し て行った最初の設定以外の内容はすべて、 Cisco 
Prime Infrastructure で設定さ れます。
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ステ ッ プ 7 ホ ス ト 名を設定し ます

Please enter your choice [1 - 24]: 1

Current Hostname=[mse]
Configure Hostname?(Y)es/(S)kip/(U)se default [Skip]: y
The host name should be a unique name that can identify
the device on the network.The hostname should start with
a letter, end with a letter or number, and contain only
letters, numbers, and dashes.

Enter a Host name [mse]:

ステ ッ プ 8 eth0 ネ ッ ト ワーク の設定を入力し ます

Please enter your choice [1 - 24]: 2

Current eth0 interface IP address=[10.0.0.1]
Current eth0 interface netmask=[255.0.0.0]
Current IPv4 gateway address=[172.20.104.123]
Configure eth0 interface parameters?(Y)es/(S)kip/(U)se default [Skip]:y

Enter an IP address for first ethernet interface of this machine.

Enter eth0 IP address  [10.0.0.2]:

Enter the network mask for IP address 172.21.105.126

Enter network mask [255.255.255.224]:

Enter the default gateway address for this machine.

Note that the default gateway must be reachable from
the first ethernet interface.

Enter default gateway address [172.20.104.123]:

ステ ッ プ 9 DNS を設定し ます。

Please enter your choice [1 - 24]: 11

Domain Name Service (DNS) Setup

Enable DNS (yes/no) [no]: y
Default DNS server 1=[8.8.8.8]
Enter primary DNS server IP address:
DNS server address must be in the form #.#.#.#, where # is 0 to 255 or 
hexadecimal : separated v6 address

Enter primary DNS server IP address [8.8.8.8]:
Enter backup DNS server IP address (or none) [none]:

ステ ッ プ 10 タ イ ム ゾーン を設定し ます。
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（注） wIPS に対し て設定する場合は、 UTC を使用する必要があ り ます。 その他のサービ スについて
は、 コ ン ト ローラ と 同じ タ イ ム ゾーン を使用し ます。

Please enter your choice [1 - 24]: 3

Current Timezone=[America/New_York]
Configure Timezone?(Y)es/(S)kip/(U)se default [Skip]: y

Enter the current date and time.

Please identify a location so that time zone rules can be set correctly.
Please select a continent or ocean.
1) Africa
 2) Americas
 3) Antarctica
 4) Arctic Ocean
 5) Asia
 6) Atlantic Ocean
 7) Australia
 8) Europe
 9) Indian Ocean
10) Pacific Ocean
11) UTC - I want to use Coordinated Universal Time.
#?2
Please select a country.
1) Anguilla                 27) Honduras
 2) Antigua & Barbuda        28) Jamaica
 3) Argentina                29) Martinique
 4) Aruba                    30) Mexico
 5) Bahamas                  31) Montserrat
 6) Barbados                 32) Netherlands Antilles
 7) Belize                   33) Nicaragua
 8) Bolivia                  34) Panama
 9) Brazil                   35) Paraguay
10) Canada                   36) Peru
11) Cayman Islands           37) Puerto Rico
12) Chile                    38) St Barthelemy
13) Colombia                 39) St Kitts & Nevis
14) Costa Rica               40) St Lucia
15) Cuba                     41) St Martin (French part)
16) Dominica                 42) St Pierre & Miquelon
17) Dominican Republic       43) St Vincent
18) Ecuador                  44) Suriname
19) El Salvador              45) Trinidad & Tobago
20) French Guiana            46) Turks & Caicos Is
21) Greenland                47) United States
22) Grenada                  48) Uruguay
23) Guadeloupe               49) Venezuela
24) Guatemala                50) Virgin Islands (UK)
25) Guyana                   51) Virgin Islands (US)
26) Haiti
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#?47
Please select one of the following time zone regions.
1) Eastern Time
 2) Eastern Time - Michigan - most locations
 3) Eastern Time - Kentucky - Louisville area
 4) Eastern Time - Kentucky - Wayne County
 5) Eastern Time - Indiana - most locations
 6) Eastern Time - Indiana - Daviess, Dubois, Knox & Martin Counties
 7) Eastern Time - Indiana - Pulaski County
 8) Eastern Time - Indiana - Crawford County
 9) Eastern Time - Indiana - Pike County
10) Eastern Time - Indiana - Switzerland County
11) Central Time
12) Central Time - Indiana - Perry County
13) Central Time - Indiana - Starke County
14) Central Time - Michigan - Dickinson, Gogebic, Iron & Menominee 
Counties
15) Central Time - North Dakota - Oliver County
16) Central Time - North Dakota - Morton County (except Mandan area)
17) Mountain Time
18) Mountain Time - south Idaho & east Oregon
19) Mountain Time - Navajo
20) Mountain Standard Time - Arizona
21) Pacific Time
22) Alaska Time
23) Alaska Time - Alaska panhandle
24) Alaska Time - Alaska panhandle neck
25) Alaska Time - west Alaska
26) Aleutian Islands
27) Hawaii
#?21

The following information has been given:

        United States
        Pacific Time

Therefore TZ='America/Los_Angeles' will be used.
Local time is now:      Sun Apr  6 18:45:27 PDT 2014.
Universal Time is now:  Mon Apr  7 01:45:27 UTC 2014.
Is the above information OK?
1) Yes
2) No
#?1

ステ ッ プ 11 root パス ワー ド を設定し ます。

（注） root パス ワード を設定し ない と 、 設定を適用する と きに警告 メ ッ セージが表示されます。

Please enter your choice [1 - 24]: 4

Root password has not been configured
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Configure root password?(Y)es/(S)kip/(U)se default [Skip]:
Changing password for user root.

You can now choose the new password.

A valid password should be a mix of upper and lower case letters, 
digits, and other characters.You can use an 8 character long password 
with characters from all of these classes.An upper case letter that 
begins the password and a digit that ends it do not count towards the 
number of character classes used.

Enter new password:

ステ ッ プ 12 NTP を設定し ます。

Please enter your choice [1 - 24]: 5

Network Time Protocol (NTP) Setup.

If you choose to enable NTP, the system time will be
configured from NTP servers that you select.Otherwise,
you will be prompted to enter the current date and time.

NTP is currently disabled.
Configure NTP related parameters?(Y)es/(S)kip/(U)se default [Skip]: y

Enter whether or not you would like to set up the
Network Time Protocol (NTP) for this machine.

If you choose to enable NTP, the system time will be
configured from NTP servers that you select.Otherwise,
you will be prompted to enter the current date and time.

Enable NTP (yes/no) [no]: y
Default NTP server 1=[time.nist.gov]
Enter NTP server name or address:
NTP server address must be in the form #.#.#.3, where # is 0 to 255 
hexadecimal : separated v6 address.
Enter NTP server name or [time.nist.gov]:
Enter another NTP server IP address (or none) [none]:
Configure NTP Authentication ?(Y)es/(S)kip/(U)se default [Skip]: y
Enter NTP Auth key Number [1]:
Enter NTP Auth key Value (String) [Secret]:
Do you want to continue (yes/no) [no]: y

ステ ッ プ 13 Prime Infrastructure パス ワー ド を設定し ます。

（注） パス ワー ド を設定し ない と 、 設定を適用する と き に警告 メ ッ セージが表示されます。 デ
フ ォル ト の PI 通信パス ワー ド は admin です。

Please enter your choice [1 - 24]: 6
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Cisco Prime Infrastructure communication password has not been 
configured.
Configure Prime Infrastructure password?(Y)es/(S)kip/(U)se default 
[Yes]:

Enter a password for the admin user.
The admin user is used by the Prime Infrastructure and other northbound 
systems to authenticate their SOAP/XML session with the server.Once this 
password is updated, it must correspondingly be updated on the NCS page 
for MSE General Parameters so that the Prime Infrastructure can 
communicate with the MSE.

Enter Prime Infrastructure password:

ステ ッ プ 14 設定情報を確認し、 変更を適用し ます。

Please enter your choice [1 - 24]:      24

Please verify the following setup information.

-----------------------------BEGIN----------------------------

Hostname=mse8-0
Eth0 IP address= , Eth0 network mask=255.255.254.0
Time zone=America/Los_Angeles
Enable DNS=yes, DNS servers=8.8.8.8
Enable NTP=yes, NTP servers=time.nist.gov
Time zone=America/Los_Angeles
Root password is changed.
Cisco Prime Infrastructure password is changed.

------------------------------END-----------------------------

You may enter "yes" to proceed with configuration, "no" to make
more changes.

Configuration Changed
Is the above information correct (yes or no): yes

--------------------------------------------------------------
------------
Checking mandatory configuration information...

Setup will now attempt to apply the configuration.

Restarting network services with new settings.
Shutting down interface eth0:

The system is minimally configured right now.It is strongly recommended 
that you run the setup script under /opt/mse/setup/setup.sh command to 
configure all appliance related parameters immediately after 
installation is complete.
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PRESS <ENTER> TO EXIT THE INSTALLER:
[root@mse8-0 installers]# reboot
Stopping MSE Platform

Flushing firewall rules: [OK]
Setting chains to policy ACCEPT: nat filter [OK]
Unloading iptables modules: [ok]

Broadcast message from root (pts/0) (Tue Apr29 14:15:27:2014):

The system is going down for reboot NOW:

（注） 次回の ロ グ イ ン時に root を使用する と 、 Linux シ ェル プ ロ ンプ ト だけが表示さ れ、 セ ッ ト ア ッ
プ ス ク リ プ ト は表示さ れません。 root と し て ロ グ イ ン し、 /opt/mse/setup/setup.sh を実行すれ
ば、 いつで も セ ッ ト ア ッ プ ス ク リ プ ト を再実行し て設定を変更で き ます。

ステ ッ プ 15 ロ グ イ ン し、 ブー ト 後に自動的に起動する よ う  MSE を設定し ます。

Cisco Mobility Service Engine
mse8-0 login:
Passsword:

ステ ッ プ 16 ブー ト 後に自動的に起動する よ う  MSE を設定する ため、 次の コ マン ド を入力し ます。

[root@mse8-0]# chkconfig msed on

ステ ッ プ 17 次の コ マン ド を使用し て再起動し ます。

[root@mse8-0]# reboot

（注） MSE サービ ス を手動で開始する には、 次の コ マン ド を入力し ます。 
[root@mse8-0]# service msed start 
 

セ ッ ト ア ッ プ ス ク リ プ ト はロ グ フ ァ イルを生成し ます。 こ のフ ァ イルは /opt/mse/setup/setup.log 
で参照でき ます。

Prime Infrastructure での MSE の設定

Prime Infrastructure に Mobility Services Engine （MSE） 仮想アプ ラ イ アン ス を設定する には、 次
の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 Chrome プ ラ グ イ ン  リ リ ース を備えた Mozilla Firefox 11.0 ま たは 12.0、 あ るいは Internet 
Explorer 8 ま たは 9、 ま たは Google Chrome 19.0 を起動し ます。 バージ ョ ン  8 よ り も前の 
Internet Explorer は推奨し ません。
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（注） Firefox を使用し て初めて  Prime Infrastructure に ロ グ イ ン し てア ク セ スする と 、 Firefox Web ブ ラ
ウザには、 こ のサ イ ト が信頼で き ない こ と を示す警告が表示されます。 Firefox に こ の警告が表
示さ れる場合は、 プ ロ ンプ ト に従って、 セキ ュ リ テ ィ 例外を追加し、 自己署名された証明書を  
Prime Infrastructure サーバか ら ダ ウ ン ロー ド し ます。 こ の手順の完了後に、 Firefox は、 現在 と
将来の両方の ロ グ イ ン試行すべてで Prime Infrastructure サーバを信頼で き る サ イ ト と し て受け
入れる よ う にな り ます。

ステ ッ プ 2 ブ ラ ウザのア ド レ ス行に、 https://pi-ip-address と 入力し ます。 こ こ で、 pi-ip-address は、 Prime 
Infrastructure を イ ン ス ト ールし て起動し たサーバの IP ア ド レ スです。 Prime Infrastructure ユー
ザ イ ン ターフ ェ イ スに [Login] ページが表示さ れます。

ステ ッ プ 3 ユーザ名を入力し ます。 デフ ォル ト のユーザ名は root です。

ステ ッ プ 4 MSE の設定ではな く 、 PI の設定で作成し たルー ト  パス ワー ド を入力し、 [Login] を ク リ ッ ク し
ます。

（注） ラ イ セン スの問題が発生し た場合は、 ア ラー ト  ボ ッ ク スに メ ッ セージが表示されます。 評価ラ
イ セン スがあ る場合は、 ラ イ セン スの有効期限までの日数が表示されます。 ま た、 期限切れに
なった ラ イ セン スに対する ア ラー ト も表示さ れます。 これ ら の問題に対処する には、 直接ラ イ
セン ス  ページに移動する オプシ ョ ンがあ り ます。

ステ ッ プ 5 [Services] > [Mobility Services Engines] の順に選択し ます。

ステ ッ プ 6 [Select a command] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら、 [Add Mobility Services Engine] を選択し ます。
[Go] を ク リ ッ ク し ます。

[Add Mobility Services Engine] ページが表示さ れます （図 3-13 を参照）。

図 3-13 Mobility Services Engine の追加

ステ ッ プ 7 次の情報を入力し ます。

 • Device Name ： モビ リ テ ィ  サービ ス  エンジンのユーザ割 り 当て名。

 • IP Address ： モビ リ テ ィ  サービ ス  エンジンの IP ア ド レ ス。
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（注） 有効な IP ア ド レ スが入力さ れた場合にだけ、 Mobility Services Engine が追加さ れます。
デバイ ス名は、複数のモビ リ テ ィ  サービ ス  エンジン と 複数の Prime Infrastructure を使用
し ている場合にデバイ ス を区別する のに役立ち ますが、 モビ リ テ ィ  サービ ス  エンジン
を検証する と き には考慮さ れません。

 • Contact Name （任意） ： モビ リ テ ィ  サービ ス  エンジン管理者。

 • Username ： デフ ォル ト のユーザ名は admin です。 こ れは、 MSE に対し て設定さ れてい る  
Prime Infrastructure 通信ユーザ名です。

 • Password ： デフ ォル ト のパス ワー ド は admin です。 こ れは、 MSE に対し て設定さ れている  
Prime Infrastructure の通信パス ワー ド です。

（注） こ れは、 設定時に作成さ れた Prime Infrastructure 通信ユーザ名 と パス ワー ド です。 設定
時にユーザ名 と パス ワー ド を指定し なかった場合は、 デフ ォル ト を使用し ます。 デフ ォ
ル ト のユーザ名 と パス ワー ド はどち ら も  admin です。

ステ ッ プ 8 Mobility Services Engine か らすべてのサービ ス割 り 当てを永久に削除する には、 [Delete 
synchronized service assignments] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

こ のオプシ ョ ンは、 ネ ッ ト ワーク設計、 有線ス イ ッ チ、 コ ン ト ローラ、 およびイベン ト 定義に
適用さ れます。 既存の ロ ケーシ ョ ン履歴データは維持さ れますが、 今後ロ ケーシ ョ ン計算を実
行する と き には手動サービ ス割 り 当てを使用する必要があ り ます。

ステ ッ プ 9 [Next] を ク リ ッ ク し ます。

[MSE License Summary] ページが表示さ れます （図 3-14 を参照）。 [MSE License Summary] ペー
ジか ら、 ラ イ セン スの イ ン ス ト ール、 ラ イ セン スの追加、 ラ イ セン スの削除、 ア ク テ ィ ベー
シ ョ ン  ラ イ セン スの イ ン ス ト ール、 サービ ス  ラ イ セン スの イ ン ス ト ールを実行し ます。

図 3-14 [MSE License Summary] ページ

ステ ッ プ 10 [Add License] を ク リ ッ ク し て ラ イ セン ス を追加し ます。 ア ク テ ィ ベーシ ョ ン  ラ イ セン スおよ
びサービ ス  ラ イ セン ス を イ ン ス ト ールで き ます。

[Add a License File] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが表示さ れます。

ステ ッ プ 11 [Choose File] を ク リ ッ ク し、 ラ イ セン ス  フ ァ イルを参照し て選択し ます。

ステ ッ プ 12 [OK] を ク リ ッ ク し て ラ イ セン ス を追加し ます。 新たに追加さ れた ラ イ セン スが MSE ラ イ セン
ス  フ ァ イル リ ス ト に表示さ れます。

ステ ッ プ 13 MSE ラ イ セン ス  フ ァ イルを削除する には、 [Remove License] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 14 [MSE License File] オプシ ョ ン  ボ タ ン を選択し て、 削除する  MSE ラ イ セン ス  フ ァ イルを選択
し、 [Remove] を ク リ ッ ク し ます。
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ステ ッ プ 15 [OK] を ク リ ッ ク し て、 削除を実行し ます。

ステ ッ プ 16 [Next] を ク リ ッ ク し て  Mobility Services Engine 上でサービ ス を有効に し ます。

ステ ッ プ 17 サービ ス を有効にする には、 サービ スの隣にあ るチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。 使用で き
る サービ スは次の と お り です。

 • Context Aware Service

 • WIPS

 • モバイル コ ンシ ェルジ ュ  サービ ス

 • CMX 分析

 • CMX ブ ラ ウザ エンゲージ

 • HTTP プ ロ キシ  サービ ス

（注） 必要なサービ スで、 ラ イ セン ス を持っている も のを選択し て く だ さ い。 CMX 分析を選
択する場合は、 Context Aware Service も選択する必要があ り ます。

ステ ッ プ 18 [Next] を ク リ ッ ク し ます。 [Select Tracking & History Parameters] ページが表示されます。

（注） 追跡パラ メ ータ の設定を省略する と 、 デフ ォル ト 値が選択されます。

ステ ッ プ 19 対応する  [Tracking] チェ ッ ク ボ ッ ク ス を選択する と 、 Prime Infrastructure を使用し て追跡さ れる
ク ラ イ アン ト を選択で き ます。 無線ク ラ イ アン ト が追跡されている こ と を確認し ます。

追跡パラ メ ータ を以下に示し ます。

 • Wired Clients
 • Wireless Clients
 • Rogue AccessPoints

 – Exclude Adhoc Rogue APs
 • Rogue Clients
 • Interferers
 • Active RFID Tags

ステ ッ プ 20 デバイ スの履歴 ト ラ ッ キン グ を有効にする には、 対応するデバイ スのチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオン
に し ます。 履歴パラ メ ータ を以下に示し ます。

 • Wired Stations
 • Client Stations
 • Rogue Access Points
 • Rogue Clients
 • Interferers
 • Asset Tags

ステ ッ プ 21 [Next] を ク リ ッ ク し て  MSE にマ ッ プを割 り 当て、 実際のキ ャ ンパス、 ビルデ ィ ング、 屋外領
域、 およびフ ロ ア  マ ッ プ上のマネージ ド  シ ス テム を表示し ます。

（注） [Assigning Maps] ページは、 MSE で有効にするサービ スの 1 つ と し て Context Aware Service を
選択する場合にだけ使用可能です。
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表 3-3 に、 [Assigning Maps] ページで使用で き る プ リ セ ッ ト  フ ィ ルタ を示し ます。 [Show] ド
ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら、 表示する フ ィ ルタ を選択し ます。

フ ィ ルタ  ア イ コ ン （ ） を使用し て、 フ ィ ルタ のルール と 一致する マ ッ プを フ ィ ルタする
こ と も で き ます。 フ ィ ルタ のルールを指定する には、 [Show] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら  [All] 
を選択し てか ら   を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 22 マ ッ プを同期する には、 [Name] チェ ッ ク ボ ッ ク ス を選択し て  [Synchronize] を ク リ ッ ク し ま
す。 ネ ッ ト ワーク設計の同期が完了する と 、 特定のネ ッ ト ワーク設計で AP が割 り 当て られて
いる適切な コ ン ト ローラ が MSE と 自動的に同期さ れます。

ステ ッ プ 23 [Next] を ク リ ッ ク し て、 モバイル アプ リ ケーシ ョ ンの統合を設定し ます。

ステ ッ プ 24 [Mobile App Enablement] ページで [Done] を ク リ ッ ク し ます。

ダ イ ア ロ グボ ッ ク スが表示さ れます。

ステ ッ プ 25 [OK] を ク リ ッ ク し て  MSE の設定を保存し ます。

ネ ッ ト ワーク の設計を同期させる必要があ り ます。 「ネ ッ ト ワーク設計の同期」 （P.3-24） を参
照し て く だ さ い。 

ネ ッ ト ワーク設計の同期

ステ ッ プ 1 [Services] > [Synchronize Services] の順に選択し ます。

[Network Designs] ページが表示されます。 左側のサ イ ド バーの メ ニ ューには、 [Network 
Designs]、 [Controllers]、 [Event Groups]、 [Wired Switches]、 [Third Party Elements]、 および 
[Service Advertisements] のオプシ ョ ンがあ り ます （図 3-15 を参照）。

表 3-3 マ ッ プ リ ス ト  フ ィ ルタ

フ ィ ルタ 結果

All すべてのマ ッ プ （キ ャ ンパス、 ビルデ ィ ング、 フ ロ ア、
屋外領域） を表示し ます。

Campus キ ャ ンパス  マ ッ プの リ ス ト のみ表示し ます。

Building 建物マ ッ プの リ ス ト のみ表示し ます。

Floor フ ロ ア領域マ ッ プの リ ス ト のみ表示し ます。

Outdoor Area 屋外領域マ ッ プの リ ス ト のみ表示し ます。
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図 3-15 ネ ッ ト ワークの設計

ステ ッ プ 2 左側のサ イ ド バーの メ ニ ューか ら、 該当する メ ニ ュー オプシ ョ ン を選択し ます。

ステ ッ プ 3 Mobility Services Engine にネ ッ ト ワーク設計を割 り 当て る には、 [Synchronize Services] ページの
左側のサ イ ド バーの メ ニ ューか ら、 [Network Designs] を選択し ます。

ステ ッ プ 4 対応する  [Name] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し て、 モビ リ テ ィ  サービ ス  エンジン と 同期させる
マ ッ プを選択し ます。

ステ ッ プ 5 [Change MSE Assignment] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 6 マ ッ プ と 同期する  Mobility Services Engine を選択し ます。

ステ ッ プ 7 [Choose MSEs] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで [CAS] を ク リ ッ ク し、 [Synchronize] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 8 [Synchronize] を ク リ ッ ク し、 Mobility Services Engine データベース を更新し ます。

項目が同期さ れる と 、 同期済みエン ト リ の [Sync.Status] 列に緑色の 2 つの矢印のア イ コ ンが表
示さ れます。 有線ス イ ッ チま たはイベン ト  グループを  Mobility Services Engine に割 り 当て る と
き に も同じ手順を使用で き ます。

コ ン ト ローラへの MSE の割り当て

ステ ッ プ 9 [Network Designs] ページで、 左側のサ イ ド バーの メ ニ ューか ら  [Controller] を選択し ます。

ステ ッ プ 10 対応する  [Name] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し て、 Mobility Services Engine に割 り 当て る コ ン ト
ローラ を選択し ます。

ステ ッ プ 11 [Change MSE Assignment] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 12 コ ン ト ローラ と 同期する必要があ る  Mobility Services Engine を選択し ます。

ステ ッ プ 13 [Choose MSEs] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで [CAS] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 14 [Synchronize] を ク リ ッ ク し、 同期プ ロ セス を実行し ます。

ステ ッ プ 15 Mobility Services Engine が、 選択さ れている サービ スの各コ ン ト ローラ だけ と 通信し ている こ
と を確認し ます。 こ れは、 ス テータ ス  ページの [NMSP status] リ ン ク を ク リ ッ ク し て確認で き
ます。

（注） コ ン ト ローラ の同期後、 関連付け られている コ ン ト ローラ で タ イ ム ゾーンが設定されて
いる こ と を確認し ます。

（注） Mobility Services Engine と 同期する コ ン ト ローラ の名前は固有でなければな り ません。
同じ名前の コ ン ト ローラ が 2 つあ る場合は 1 つの コ ン ト ローラ だけが同期さ れます。
Catalyst ス イ ッ チま たはイベン ト  グループを  Mobility Services Engine に割 り 当て る と き
に も同じ手順を使用で き ます。
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NMSP 接続ステータ スの確認

ステ ッ プ 16 [Services] > [Mobility Services Engine] の順に選択し ます。

ステ ッ プ 17 プ ロパテ ィ を表示ま たは編集する モビ リ テ ィ  サービ ス  エンジンの名前を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 18 左側のサイ ドバー メ ニューから、 [System] > [Status] > [NMSP Connection Status] の順に選択し ます。

ステ ッ プ 19 [Summary] パネルで、 NMSP がア ク テ ィ ブかど う かを確認し ます。
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章第 4

XenServer の MSE 仮想アプラ イアンス

Citrix XenServer は、 仮想イ ン フ ラ ス ト ラ ク チャの作成 と 管理に必要なすべての機能で、
Windows/Linux 仮想サーバ向けに最適化し た完全なサーバ仮想化プ ラ ッ ト フ ォームです。

Citrix XenServer は、 基盤 と な る オペレーテ ィ ン グ  シ ス テム を必要 と せずにサーバのハー ド
ウ ェ アで直接稼働し ます。 こ れに よ り 、 効率的かつス ケーラ ブルなシ ス テムが実現し ます。
XenServer は、 物理マシンか ら要素を抽象化する こ と に よ って動作し、 稼働する仮想マシン
（VM） に割 り 当て ます。

Citrix XenCenter は、 Citrix XenServer 管理用の Windows ネ イ テ ィ ブ グ ラ フ ィ カル ユーザ イ ン
ターフ ェ イ スです。 XenServer での MSE 仮想アプ ラ イ アン スの イ ンポー ト は、 XenCenter を使
用し て実行し ます。

こ の章の内容は、 次の と お り です。

 • 「要件の確認」 （P.4-2）

 • 「Cisco MSE 仮想アプ ラ イ アン ス  OVA フ ァ イルのダ ウ ン ロー ド 」 （P.4-2）

 • 「XenCenter を使用し た  MSE 仮想アプ ラ イ アン スの イ ンポー ト 」 （P.4-3）

Cisco MSE 仮想アプラ イアンスを  XenServer 上にインス
ト ールするためのワーク フ ロー

次の表では、 Cisco Mobility Services Engine （MSE） 仮想アプ ラ イ アン ス を展開する と き に実行
する手順について説明し ます。

表 4-1 MSE 仮想アプ ラ イアンスのイ ンス ト ールのためのワーク フ ロー 

プロセス 説明

1. Cisco MSE VA イ ン ス ト ー
ルの要件を確認し、 準備
し ます。

詳細については、 「「要件の確認」 （P.4-2）」 を参照し て く
だ さ い。

2. Cisco MSE VA OVA フ ァ イ
ルを  Cisco.com か ら ダ ウ ン
ロー ド し ます。

詳細については、 「「Cisco MSE 仮想アプ ラ イ アン ス  OVA 
フ ァ イルのダ ウ ン ロー ド 」 （P.4-2）」 を参照し て く だ さ い。

3. VM の イ ンポー ト 詳細については、 「「XenCenter を使用し た MSE 仮想アプ
ラ イ アン スの イ ンポー ト 」 （P.4-3）」 を参照し て く だ さ い。
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要件の確認

Cisco MSE 仮想アプラ イアンス OVA フ ァ イルのダウンロー ド

MSE .ova フ ァ イルをダ ウ ン ロー ド する には、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 http://software.cisco.com/download/navigator.html の Cisco MSE 仮想アプ ラ イ アン スにア ク セス し
ます。

ステ ッ プ 2 [Product/Technology Support] セ ク シ ョ ンで、 [Download Software] を選択し ます。

ステ ッ プ 3 [Select a Product] セ ク シ ョ ンで [Products] > [Wireless] > [Mobility Services] > [Cisco Mobility 
Services Engine Virtual Appliance] を選択し て、 Wireless ソ フ ト ウ ェ アへナビゲー ト し ます。

Cisco Mobility Services Engine 仮想アプ ラ イ アン スの最新 リ リ ース  ソ フ ト ウ ェ アの リ ス ト が、ダ
ウ ン ロー ド 用に使用で き ます。

ステ ッ プ 4 [Latest] リ ス ト で、 [7.6.100.0] を選択し ます。

ステ ッ プ 5 以下のいずれかの ova フ ァ イルを選択し てダ ウ ン ロー ド する こ と がで き ます。

 • MSE-XEN-VA-8-0-100-0-Generic.ova ： Xen プ ラ ッ ト フ ォームでの新し い MSE の配置につ
いては、 こ のフ ァ イルを使用し ます。

 • MSE-XEN-VA-8-0-100-0-LowEnd.ova ： ローエン ド の Xen プ ラ ッ ト フ ォームでの新し い 
MSE の配置については、 こ のフ ァ イルを使用し ます。

ステ ッ プ 6 配置を開始する と き に、 コ ン ピ ュータ の見つけやすい場所に イ ン ス ト ーラ を保存し ます。

4. 基本的な設定を行います。 詳細については、 「「MSE 仮想アプ ラ イ アン ス  VM を起動
する ための基本設定」 （P.4-9）」 を参照し て く だ さ い。

5. Prime Infrastructure での 
MSE の設定

詳細については、 「「Prime Infrastructure での MSE の設定」
（P.3-20）」 を参照し て く だ さ い。

表 4-1 MSE 仮想アプ ラ イアンスのイ ンス ト ールのためのワーク フ ロー （続き）

プロセス 説明

表 4-1 要件

シ ス テム要件 64 ビ ッ ト  プ ロ セ ッ サ Intel VT/AMD-V

32 GB の RAM メ モ リ

500 GB の HDD

1 Gbps の イーサネ ッ ト  カー ド （NIC）

ソ フ ト ウ ェ ア要件 Citrix XenServer 6.1

Citrix XenCenter 6.1

ラ イ セン ス Enterprise Edition ま たは Advanced Edition

管理ツール  • XenServer Version 6.1.x

 • XenCenter Version 6.1.x
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XenCenter を使用した MSE 仮想アプラ イアンスのインポー ト

イ ンポー ト  ウ ィ ザー ド およびエ ク スポー ト  ウ ィ ザー ド を使用し て、 XenCenter に仮想マシン
（VM） を イ ンポー ト およびエ ク スポー ト で き ます。

Open Virtualization Archive （OVA） のパッ ケージを イ ンポー ト するには、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 デス ク ト ッ プで XenCenter Client アプ リ ケーシ ョ ン を起動し、 Administrative 権限を使用し て ロ
グ イ ン し ます。

ステ ッ プ 2 XenServer が追加さ れていない場合は、 XenServer を  XenCenter に追加し ます。 XenCenter を  
XenServer ホ ス ト へすでに接続し ている場合は、 こ の手順を省略で き ます。 詳細については、
https://support.citrix.com/servlet/KbServlet/download/32306-102-691299/QuickStartGuide_BasicVers
ion.pdf [英語] を参照し て く だ さ い。

ステ ッ プ 3 XenCenter ク ラ イ アン ト の XenServer を右ク リ ッ ク し て  [Import] を選択し、 MSE OVA フ ァ イル
を イ ンポー ト し ます （図 4-1 を参照）。

Import ウ ィ ザー ド が表示さ れます。

図 4-1 MSE OVA フ ァ イルのイ ンポー ト

ステ ッ プ 4 [Import Source] ページで [Browser] を ク リ ッ ク し、 MSE OVA フ ァ イルを選択し ます （図 4-2 を
参照）。
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図 4-2 [Import Source] ページ

ステ ッ プ 5 [Open] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで、 コ ン ピ ュータ にダ ウ ン ロー ド し た  .ova フ ァ イルを見つけて、
[Open] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 6 [Next] を ク リ ッ ク し ます。

[Location] ページが表示さ れます。

（注） イ ンポー ト するパ ッ ケージに EULA が含まれる場合は、 承認し て、 [Next] を ク リ ッ ク し て進み
ます。 パ ッ ケージに EULA が含まれない場合は、 こ の手順を ス キ ッ プ し て、 次のページに進み
ます。 エン ド  ユーザ ラ イ セン ス契約書 （EULA） を確認し、 承認し ます。

ステ ッ プ 7 [Location] ページで、 VM を配置するプールまたはス タ ン ド ア ロ ン  サーバを選択し ます。 イ ン
ポー ト された各 VM に対し て選択されたプール内で、 ホーム サーバを指定する こ と もでき ます。

 • [Import VM(s) to] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら、 イ ンポー ト し てホーム  サーバへ割 り 当て る  
VM を配置する、 宛先プールま たはス タ ン ド ア ロ ン  サーバを選択し ます。 [Add New Server] 
ウ ィ ン ド ウが表示さ れます。

 – [Server] テキ ス ト  ボ ッ ク スに、 追加するサーバのホ ス ト 名、 ま たは IP ア ド レ ス を入力
し ます。

 – [User name] テキ ス ト  ボ ッ ク スに、 サーバのユーザ名を入力し ます。

 – [Password] テキ ス ト  ボ ッ ク スに、 パス ワー ド を入力し ます。

 • VM を ホーム  サーバへ割 り 当て る には、 [Home Server] 列の リ ス ト か ら サーバを選択し ます
（図 4-3 を参照）。 新し い VM へのホーム  サーバの割 り 当ての詳細については、 Citrix Web 
サ イ ト で入手可能な 『Home Server』 のマニ ュ アルを参照し て く だ さ い。
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図 4-3 [Location] ページ

ステ ッ プ 8 [Next] を ク リ ッ ク し ます。

[Storage] ページが表示さ れます。

ステ ッ プ 9 イ ンポー ト さ れた VM のス ト レージを設定し ます。

[Storage] ページで、 仮想デ ィ ス ク を配置する  1 つ以上のス ト レージ  リ ポジ ト リ （SR） を選択
し ます （図 4-4 を参照）。

図 4-4 [Storage] ページ

 • イ ンポー ト さ れたデ ィ ス ク  イ メ ージを同じ  SR に配置する には、[Place all imported virtual 
disks on this target SR] ラ ジオ ボ タ ン を ク リ ッ ク し、 リ ス ト か ら  SR を選択し ます。
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 • 以降の VM のデ ィ ス ク  イ メ ージを別の SR へ配置する には、 [Place imported virtual disks 
onto specified target SR] ラ ジオ ボ タ ン を ク リ ッ ク し て、 [Storage Repository] 列の ド ロ ッ プ
ダ ウ ン  リ ス ト か ら対象の SR を選択し ます。

ステ ッ プ 10 [Next] を ク リ ッ ク し ます。

[Networking] ページが表示さ れます。

ステ ッ プ 11 [Networking] ページでは、 イ ンポー ト する  VM の仮想ネ ッ ト ワーク  イ ン ターフ ェ イ ス を宛先
プールま たはス タ ン ド ア ロ ン  サーバの ターゲ ッ ト  ネ ッ ト ワーク にマ ッ ピ ン グ し ます。

 • [VM-Virtual Network Interface] 列で仮想ネ ッ ト ワーク  イ ン ターフ ェ イ ス を選択し、 [Target 
Network] 列の ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から対象のネ ッ ト ワーク を選択し ます （図 4-5 を参照）。

図 4-5 [Networking] ページ

ステ ッ プ 12 [Next] を ク リ ッ ク し て続行し ます。

[Security] ページが表示さ れます。

ステ ッ プ 13 [Security] ページで、 イ ンポー ト する  OVF/OVA パ ッ ケージを検証する ためのセキ ュ リ テ ィ の設
定を行 う こ と がで き ます。

 • マニフ ェ ス ト がアプ ラ イ アン ス  フ ァ イル と 一致する かど う ど う かを検証する には、 [Verify 
manifest content] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。
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図 4-6 [Security] ページ

ステ ッ プ 14 [Next] を ク リ ッ ク し ます。 [OS Fixup Settings] ページが表示さ れます。

ステ ッ プ 15 [OS Fixup Settings] ページで以下の内容を設定し ます。

 • イ ンポー ト し ているパ ッ ケージの VM が XenServer 以外のハイパーバイ ザで構築さ れた場
合は、 [Use Operating System Fixup] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し て、 イ ンポー ト し た  VM 
を  XenServer で正常に起動させる こ と がで き ます （図 4-7 を参照）。 Operating System Fixup 
は、 イ ンポー ト さ れた VM で、 （XenServer 環境において VM でオペレーテ ィ ング  シ ス テム
が起動さ れない可能性があ る） ブー ト  デバイ ス関連の問題を修復し よ う と し ます。

図 4-7 [OS Fixup Settings] ページ

 • [Use Operating System Fixup] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し た場合は、 fixup ISO の コ ピー先
と な る  ISO ラ イ ブ ラ リ を選択する必要があ り ます。 [New ISO library] を ク リ ッ ク し て新し
いス ト レージの タ イ プを選択し、 設定し ます （図 4-8 を参照）。
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図 4-8 [New Storage] ウ ィ ン ド ウ

 • 仮想デ ィ ス ク  ス ト レージの タ イ プを選択し ます。

 – NFS VHD

 – Software iSCSI

 – Hardware HBA

 – StorageLink Technology

 • ISO の ラ イ ブ ラ リ  タ イ プを選択し ます

 – Windows File Sharing （CIFS）

 – NFS ISO

[Next] を ク リ ッ ク し ます。

 • [Name] および [Description] テキ ス ト ボ ッ ク スに、 SR の名前 と 説明を入力し ます。

[Next] を ク リ ッ ク し ます。

 • [Share Name] テキ ス ト ボ ッ ク スに、 SR を配置し た共有の名前を指定し ます。 ユーザ名 と パ
ス ワー ド を入力し てサーバ オプシ ョ ン を設定し、 オプシ ョ ンで別の ク レデンシ ャルを指定
で き ます。

 • [Finish] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 16 [Next] を ク リ ッ ク し ます。 [Transfer VM Settings] ページが表示さ れます。

ステ ッ プ 17 [Transfer VM Settings] ページで、 次のネ ッ ト ワーク設定を行います。

 • [Network] ド ロ ッ プダ ウ ン  リ ス ト か ら、 イ ンポー ト 操作を実行する ために一時的な  VM が
使用さ れたネ ッ ト ワーク を選択し ます。

 • 次のネ ッ ト ワーク設定のいずれかを設定し ます

 – Automatically obtain network settings using DHCP.

 – Use these network settings.

ステ ッ プ 18 [Next] を ク リ ッ ク し て続行し ます。

ステ ッ プ 19 [Finish] ページで、 すべての イ ンポー ト 設定を確認し、 [Finish] を ク リ ッ ク し て イ ンポー ト 処理
を開始し て、 ウ ィ ザー ド を閉じ ます。

ステ ッ プ 20 XenCenter ク ラ イ アン ト の [Logs] タ ブを ク リ ッ ク し て、 OVA イ ンポー ト の進捗を確認し ます。

ステ ッ プ 21 MSE OVA が イ ンポー ト さ れます。

次の図は、 配置さ れたアプ ラ イ アン ス を示し ます。
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図 4-9 配置されたアプラ イアンス

ステ ッ プ 22 イ ンポー ト が完了する と すぐに、 OVA はシ ャ ッ ト  ダ ウ ン状態にな り ます。

ステ ッ プ 23 仮想マシン （VM） を開始し ます。

イ ンポー ト さ れたフ ァ イルを右ク リ ッ ク し、 [Start] を選択し ます。

MSE 仮想アプラ イアンス VM を起動するための基本設定

新し い仮想マシンでの MSE 仮想アプ ラ イ アン スの展開が完了し ま し た。 仮想マシンの ノ ー ド
が、 XenCenter Client ウ ィ ン ド ウの リ ソース  ツ リ ーに表示さ れる よ う にな り ます。 展開後に、
MSE 仮想アプ ラ イ アン スの基本設定を行 う 必要があ り ます。

MSE の設定を開始する には、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 XenCenter Client で、 リ ソース  ツ リ ーの [MSE virtual appliance] ノ ー ド を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 2 キーボー ド 入力で コ ン ソール プ ロ ンプ ト をア ク テ ィ ブにする には、 コ ン ソール ペイ ン内で 
[Console] タ ブを ク リ ッ ク し ます。 VM が起動を開始し ます。

ステ ッ プ 3 Enter キーを押し て、 MSE の イ ン ス ト ール ウ ィ ザー ド を開始する ための ロ グ イ ン  プ ロ ンプ ト
を表示し ます。 次の出力が表示さ れます。

------------------------------------------------------------------

Cisco Mobility Service Engine
Xen-8-6-x-x login: root
Password: password

Running the Cisco Mobility Services Engine installer.It may take several 
minutes to complete.
CISCO-MSE-K9-8-0-X-X-64bit.bin 
MSE-PUB.pem
signhash.bin
4-9
Cisco MSE 仮想アプ ラ イアンス イ ンス ト ールおよびコ ン フ ィ ギュ レーシ ョ ン  ガイ ド     

OL-32455-01-J



第 4 章      XenServer の MSE 仮想アプ ラ イアンス           

  Cisco MSE 仮想アプ ラ イアンスを  XenServer 上にイ ンス ト ールするためのワーク フ ロー
Preparing to install...
Extracting the JRE from the installer archive...
Unpacking the JRE...
Extracting the installation resources from the installer archive...
Configuring the installer for this system’s environment...

Launching installer...
Preparing CONSOLE Mode Installation...

============================================================
Introduction
------------

InstallAnywhere will guide you through the installation of Cisco 
Mobility Services Engine.

It is strongly recommended that you quit all programs before continuing 
with this installation.

Respond to each prompt to proceed to the next step in the installation.If 
you want to change something on a previous step, type ‘back’.

Licensing on the Mobility Services Engine is enforced with the release 
of software version 6.x and greater.Please have the Product 
Authorization key (PAK) and refer to the instructions in the User Guide 
to enable licensing.

PRESS <ENTER> TO CONTINUE:

Installing MSE Version: 8.0.x.x

===============================================================
Installation Check
------------------

================================================================ 
 

Cisco Mobility Services Engine Installation Message
----------------------------------------------------------------
Cisco MSE v8.0 upgrade procedure may take several hours to complete, 
depending on the amount of data on the system.

During the upgrade process, please ensure that the session to the MSE is 
not terminated.User action is needed at the end of the installation 
process.
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-> 1- Exit
2- Continue

ENTER THE NUMBER OF THE DESIRED CHOICE, OR PRESS <ENTER> TO ACCEPT THE 
DEFAULT: ^[ 
 

================================================================ 
 

Installing...
-------------
[==================|==================|==================|=============]
[------------------|------------------|------------------|-------------]

Database Installation
---------------------

The installer will now install the database.This may take a long time 
(up to 30 minutes).Do not cancel the installer during this set up.

Installing Database files

Step 1/3 - Installing Database files
Step1/3 Completed
Step 2/3 = Configuring Database
Step 2/3 Completed
Step 3/3 - Updating patches
Step 3/3 Completed

Installation of database Completed

========================================================================
-----------------------------------------------------------------------]

Starting Health Monitor, Waiting to check the status
Health Monitor successfully started
Starting Admin process...
Started Admin process...
Starting database...
Database started successfully.Starting framework and services........

（注） 最初の イ ン ス ト ールの後、 新し く 作成し た VM か ら ロ グオフ される ため、 も う 一度コ ン ソール 
パネルに ロ グ イ ンする必要があ り ます。

ステ ッ プ 4 MSE 仮想マシン をシ ャ ッ ト ダ ウ ン し て再起動し ます。

GRUB Loading stage2...

任意のキーを押し て続行し ます。
任意のキーを押し て続行し ます。
_
-----------------------------------------------------------
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シス コ モビ リ テ ィ サービ ス エンジン
mse login: root
password: password
Last login: Mon Apr 7 04:11:50 on tty1

（注） MSE か ら セ ッ ト ア ッ プが求め られない場合は、 次の コ マン ド を入力し ます ：
/opt/mse/setup/setup.sh

Would you like to setup initial parameters using menu options (yes/no) [yes]:

[Enter キーを押し て、 メ ニュー オプシ ョ ンを使用するためのデフ ォル ト 値 （yes） を使用し ます]

Please select a configuration option below and enter the
requested information.You may exit setup at any time by
typing <Ctrl+C>.

You will be prompted to choose whether you wish to configure a
parameter, skip it, or reset it to its initial default value.
Skipping a parameter will leave it unchanged from its current
value.

Please note that the following parameters are mandatory and must be configured 
at lease once.
        -> Hostname
        -> Network interface eth0
        -> Timezone settings
        -> Root password
        -> NTP settings
        -> Prime Infrastructure password

You must select option 24 to verify and apply any changes made during this 
session.
--------------------------------------------------------------

PRESS <ENTER> TO CONTINUE:

--------------------------------------------------------------

Configure MSE:

--------------------------------------------------------------
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（注） ネ ッ ト ワーク内で Mobility Services Engine が最適に動作する よ う に、 すべての関連項目を初期
セ ッ ト ア ッ プ時に設定する こ と を推奨し ます。 ホ ス ト 名 と イーサネ ッ ト  0 （eth0） ま たはイー
サネ ッ ト  1 （eth1） ポー ト は、 必ず自動イ ン ス ト ール中に設定し て く だ さ い。

（注） 次の コ マン ド を使用する と 、 自動イ ン ス ト ール ス ク リ プ ト をいつで も再実行し て、 パ ラ メ ータ
を追加ま たは変更で き ます。 
[root@mse]# /opt/mse/setup/setup.sh. 
変更し ない値は、 こ れら の更新で再入力する必要はあ り ません。

（注） あ る項目を設定し ない場合は、 skip を入力する と 次の設定手順のプ ロ ンプ ト が表示さ れます。
ス キ ッ プ さ れた設定は保持さ れ、 変更さ れません。

（注） Mobility Services Engine の最小限の設定は、 コ ン ソールを使用し た イ ン ス ト ールの一環 と し て
実行さ れます。 自動イ ン ス ト ールを使用し て行った最初の設定以外の内容はすべて、 Cisco 
Prime Infrastructure で設定さ れます。

ステ ッ プ 5 ホ ス ト 名を設定し ます。

Please enter your choice [1 - 24]: 2

Current hostname=[Xen-8-0-x-x]
Configure hostname?(Y)es/(S)kip/(U)se default [Skip]: y
The host name should be a unique name that can identify
the device on the network.The hostname should start with
a letter, end with a letter or number, and contain only
letters, numbers, and dashes.

Enter a host name [Xen-8-0-x-x]:

ステ ッ プ 6 eth0 ネ ッ ト ワーク の設定を入力し ます

Please enter your choice [1 - 24]: 2

Current IP address=[10.0.0.1]
Current eth0 netmask=[255.0.0.0]
Current IPv4 gateway address=[172.20.104.123]
Configure eth0 interface parameters?(Y)es/(S)kip/(U)se default [Skip]:y

Enter an IP address for first ethernet interface of this machine.

Enter eth0 IP address  [10.0.0.2]:

Enter the network mask for IP address 172.21.105.126

Enter network mask [255.255.255.224]:

Enter an default gateway address for this machine.

Note that the default gateway must be reachable from
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the first ethernet interface.

Enter default gateway address [172.20.104.123]:

ステ ッ プ 7 DNS を設定し ます。

Please enter your choice [1 - 24]: 11

Domain Name Service (DNS) Setup

Enable DNS (yes/no) [no]: y
Default DNS server 1=[8.8.8.8]
Enter primary DNS server IP address:
DNS server address must be in the form #.#.#.#, where # is 0 to 255 or 
hexadecimal : separated v6 address

Enter primary DNS server IP address [8.8.8.8]:
Enter backup DNS server IP address (or none) [none]:

ステ ッ プ 8 タ イ ム ゾーン を設定し ます。

（注） wIPS に対し て設定する場合は、 UTC を使用する必要があ り ます。 その他のサービ スについて
は、 コ ン ト ローラ と 同じ タ イ ム ゾーン を使用し ます。

Please enter your choice [1 - 24]: 3

Current Timezone=[America/New York]
Configure timezone?(Y)es/(S)kip/(U)se default [Skip]: y

Enter the current date and time.

Please identify a location so that time zone rules can be set correctly.
Please select a continent or ocean.
1) Africa
 2) Americas
 3) Antarctica
 4) Arctic Ocean
 5) Asia
 6) Atlantic Ocean
 7) Australia
 8) Europe
 9) Indian Ocean
10) Pacific Ocean
11) UTC - I want to use Coordinated Universal Time.
#?2

国を選択し て く だ さい。
1) Anguilla                 27) Honduras
 2) Antigua & Barbuda        28) Jamaica
 3) Argentina                29) Martinique
 4) Aruba                    30) Mexico
 5) Bahamas                  31) Montserrat
 6) Barbados                 32) Netherlands Antilles
 7) Belize                   33) Nicaragua
 8) Bolivia                  34) Panama
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 9) Brazil                   35) Paraguay
10) Canada                   36) Peru
11) Cayman Islands           37) Puerto Rico
12) Chile                    38) St Barthelemy
13) Colombia                 39) St Kitts & Nevis
14) Costa Rica               40) St Lucia
15) Cuba                     41) St Martin (French part)
16) Dominica                 42) St Pierre & Miquelon
17) Dominican Republic       43) St Vincent
18) Ecuador                  44) Suriname
19) El Salvador              45) Trinidad & Tobago
20) French Guiana            46) Turks & Caicos Is
21) Greenland                47) United States
22) Grenada                  48) Uruguay
23) Guadeloupe               49) Venezuela
24) Guatemala                50) Virgin Islands (UK)
25) Guyana                   51) Virgin Islands (US)
26) Haiti
#?47
Please select one of the following time zone regions.
1) Eastern Time
 2) Eastern Time - Michigan - most locations
 3) Eastern Time - Kentucky - Louisville area
 4) Eastern Time - Kentucky - Wayne County
 5) Eastern Time - Indiana - most locations
 6) Eastern Time - Indiana - Daviess, Dubois, Knox & Martin Counties
 7) Eastern Time - Indiana - Pulaski County
 8) Eastern Time - Indiana - Crawford County
 9) Eastern Time - Indiana - Pike County
10) Eastern Time - Indiana - Switzerland County
11) Central Time
12) Central Time - Indiana - Perry County
13) Central Time - Indiana - Starke County
14) Central Time - Michigan - Dickinson, Gogebic, Iron & Menominee 
Counties
15) Central Time - North Dakota - Oliver County
16) Central Time - North Dakota - Morton County (except Mandan area)
17) Mountain Time
18) Mountain Time - south Idaho & east Oregon
19) Mountain Time - Navajo
20) Mountain Standard Time - Arizona
21) Pacific Time
22) Alaska Time
23) Alaska Time - Alaska panhandle
24) Alaska Time - Alaska panhandle neck
25) Alaska Time - west Alaska
26) Aleutian Islands
27) Hawaii
#?21

The following information has been given:

        United States
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Pacific Time

Therefore TZ='America/Los_Angeles' will be used.
Local time is now:      Sun Apr  6 18:45:27 PDT 2014.
Universal Time is now:  Mon Apr  7 01:45:27 UTC 2014.
Is the above information OK?
1) Yes
2) No
#?1

ステ ッ プ 9 root パス ワー ド を設定し ます。

（注） root パス ワード を設定し ない と 、 設定を適用する と きに警告 メ ッ セージが表示されます。

Please enter your choice [1 - 24]: 4

Root password has not been configured
Configure root password?(Y)es/(S)kip/(U)se default [Skip]:
Changing password for user root.

You can now choose the new password.

A valid password should be a mix of upper and lower case letters, 
digits, and other characters.You can use an 8 character long password 
with characters from all of these classes.An upper case letter that 
begins the password and a digit that ends it do not count towards the 
number of character classes used.

Enter new password:

ステ ッ プ 10 NTP を設定し ます。

Please enter your choice [1 - 24]: 5

Network Time Protocol (NTP) Setup.

If you choose to enable NTP, the system time will be
configured from NTP servers that you select.Otherwise,
you will be prompted to enter the current date and time.

NTP is currently disabled.
Configure NTP related parameters?(Y)es/(S)kip/(U)se default [Skip]: y

Enter whether or not you would like to set up the
Network Time Protocol (NTP) for this machine.

If you choose to enable NTP, the system time will be
configured from NTP servers that you select.Otherwise,
you will be prompted to enter the current date and time.

Enable NTP (yes/no) [no]: y
Default NTP server 1=[time.nist.gov]
Enter NTP server name or address:
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NTP server address must be in the form #.#.#.3, where # is 0 to 255 
hexadecimal : separated v6 address.
Enter NTP server name or [time.nist.gov]:
Enter another NTP server IP address (or none) [none]:
Configure NTP Authentication ?(Y)es/(S)kip/(U)se default [Skip]: y
Enter NTP Auth key Number [1]:
Enter NTP Auth key Value (String) [Secret]:
Do you want to continue (yes/no) [no]: y

ステ ッ プ 11 Prime Infrastructure パス ワー ド を設定し ます。

（注） パス ワー ド を設定し ない と 、 変更を適用する と き に警告 メ ッ セージが表示されます。 デ
フ ォル ト の PI 通信パス ワー ド は admin です。

Please enter your choice [1 - 24]: 6

Cisco Prime Infrastructure communication password has not been 
configured
Configure Prime Infrastructure communication password?(Y)es/(S)kip/(U)se 
default [Skip]: y

Enter a password for the admin user.
The admin user is used by the Prime Infrastructure and other northbound 
systems to authenticate their SOAP/XML session with the server.Once this 
password is updated, it must correspondingly be updated on the NCS page 
for MSE General Parameters so that the Prime Infrastructure can 
communicate with the MSE
.

ステ ッ プ 12 設定情報を確認し、 変更を適用し ます。

Please enter your choice [1 - 24]:      24

Please verify the following setup information.

-----------------------------BEGIN----------------------------

Hostname=mse8-0
Eth0 IP address= , Eth0 network mask=255.255.254.0
Time zone=America/Los_Angeles
Enable DNS=yes, DNS servers=8.8.8.8
Enable NTP=yes, NTP servers=time.nist.gov
Time zone=America/Los_Angeles
Root password is changed.
Cisco Prime Infrastructure password is changed.

------------------------------END-----------------------------

You may enter "yes" to proceed with configuration, "no" to make
more changes.
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Configuration Changed
Is the above information correct (yes or no): yes

The figure below shows an example of the completion screen:

図 4-10 [Completion] 画面

（注） 次回の ロ グ イ ン時に root を使用する と 、 Linux シ ェル プ ロ ンプ ト だけが表示さ れ、 セ ッ ト ア ッ
プ ス ク リ プ ト は表示さ れません。 root と し て ロ グ イ ン し、 /opt/mse/setup/setup.sh を実行すれ
ば、 いつで も セ ッ ト ア ッ プ ス ク リ プ ト を再実行し て設定を変更で き ます。

ステ ッ プ 13 設定を確認する には、 getserverinfo コ マン ド を実行し ます。

[root@Xen-8-0-x-x]# getserverinfo

ステ ッ プ 14 ブー ト 後に自動的に起動する よ う  MSE を設定する ため、 次の コ マン ド を入力し ます。

[root@Xen-8-0-x-x]# chkconfig msed on

ステ ッ プ 15 次の コ マン ド を使用し て再起動し ます。

[root@Xen-8-0-x-x]# reboot

（注） MSE サービ ス を手動で開始する には、 次の コ マン ド を入力し ます。 
[root@Xen-8-0-x-x]# service msed start 
 

セ ッ ト ア ッ プ ス ク リ プ ト はロ グ  フ ァ イルを生成し ます。 こ のフ ァ イルは 
/opt/mse/setup/setup.log で参照で き ます。

Prime Infrastructure での MSE の設定

詳細については、 「「Prime Infrastructure での MSE の設定」 （P.3-20）」 を参照し て く だ さ い。

ネ ッ ト ワーク設計と追跡パラ メータの同期

詳細については、 「「ネ ッ ト ワーク設計の同期」 （P.3-24）」 を参照し て く だ さ い。
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章 第 5

Hyper-V プラ ッ ト フ ォームの MSE 仮想アプ
ラ イアンス

Hyper-V™ は、 仮想サーバの配置を可能にする  Microsoft® テ ク ノ ロ ジーです。 Hyper-V は 
Windows Server 2008 および Windows Server 2012 の ロールで、 仮想化サーバの コ ン ピ ュータ環
境を作成する ためのツールおよびサービ ス を提供し ます。 こ の よ う な環境は、 仮想マシン を作
成および管理する う えで有用です。 こ の環境に よ り 、 １ つの物理コ ン ピ ュータ で複数のオペ
レーテ ィ ン グ  シ ス テム を実行し、 それぞれのオペレーテ ィ ン グ  シ ス テム を互いに分離させる
こ と がで き ます。

Microsoft Hyper-V の詳細については、 http://technet.microsoft.com/en-us/library/cc732470(v=ws.10).aspx 
を参照して く ださい。

こ の章の内容は、 次の と お り です。

 • 「Microsoft Hyper-V の イ ン ス ト ール要件」 （P.5-2）

 • 「Microsoft Hyper-V 上の MSE アプ ラ イ アン スの イ ンポー ト 」 （P.5-3）

Cisco MSE 仮想アプラ イアンスを  XenServer 上にインス
ト ールするためのワーク フ ロー

次の表では、 Cisco MSE 仮想アプラ イアンスを配置する と きに実行する手順について説明し ます。

表 5-1 MSE 仮想アプ ラ イアンスのイ ンス ト ールのためのワーク フ ロー 

プロセス 説明

1. Cisco MSE VA イ ン ス ト ー
ルの要件を確認し、 準備
し ます。

詳細については、 「「前提条件の確認」 （P.5-2）」 を参照し
て く だ さ い。

2. Cisco MSE VA Tar フ ァ イ
ルを  Cisco.com か ら ダ ウ ン
ロー ド し ます。

詳細については、 「「Cisco MSE 仮想アプ ラ イ アン ス  Tar 
フ ァ イルのダ ウ ン ロー ド 」 （P.5-2）」 を参照し て く だ さ い。

3. VHD パ ッ ケージを配置し
ます。

詳細については、 「「Microsoft Hyper-V 上の MSE アプ ラ イ
アン スの イ ンポー ト 」 （P.5-3）」 を参照し て く だ さ い。

4. 基本的な設定を行います。 詳細については、 「「MSE 仮想アプ ラ イ アン ス  VM を起動
する ための基本設定」 （P.5-9）」 を参照し て く だ さ い。

5. Prime Infrastructure で MSE 
を設定し ます。

詳細については、 「「Prime Infrastructure での MSE の設定」
（P.3-20）」 を参照し て く だ さ い。
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Microsoft Hyper-V のインス ト ール要件
イ ン ス ト ールの前提条件の詳細は、 http://technet.microsoft.com/en-us/library/jj647784 の URL を
参照し て く だ さ い。

前提条件の確認
 • Hyper-V の イ ン ス ト ール

 • 仮想マシンの作成および設定

 • ゲス ト  オペレーテ ィ ン グ  シ ス テム と 統合サービ スの イ ン ス ト ール

 • 仮想ネ ッ ト ワーク の設定

詳細については、 次の URL を参照し て く だ さ い。

 • http://technet.microsoft.com/en-us/library/cc732470(v=ws.10).aspx

 • http://technet.microsoft.com/en-in/library/gg610610.aspx

Cisco MSE 仮想アプ ラ イ アンス  Tar フ ァ イルのダウン
ロー ド

tar フ ァ イルをダ ウ ン ロー ド する には、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 http://software.cisco.com/download/navigator.html にあ る  Cisco Mobility Services Engine （MSE） 仮
想アプ ラ イ アン ス  イ メ ージにア ク セス し ます。

ステ ッ プ 2 [Product/Technology Support] セ ク シ ョ ンで、 [Download Software] を選択し ます。

ステ ッ プ 3 [Select a Product] セ ク シ ョ ンで [Products] > [Wireless] > [Mobility Services] > [Cisco Mobility 
Services Engine Virtual Appliance] を選択し て、 Wireless ソ フ ト ウ ェ アへナビゲー ト し ます。

Cisco Mobility Services Engine 仮想アプ ラ イ アン スの最新 リ リ ース  ソ フ ト ウ ェ アの リ ス ト が、ダ
ウ ン ロー ド 用に使用で き ます。

ステ ッ プ 4 [Latest] リ ス ト で、 [8.0.x.x] を選択し ます。

ステ ッ プ 5 以下のいずれかのフ ァ イルを選択し てダ ウ ン ロー ド する こ と がで き ます。

 • MSE-HYPERV-VA-8-0-x-x-Generic.tar.bz2 ： Hyper-V プ ラ ッ ト フ ォームでの新し い MSE 配置
については、 こ のフ ァ イルを使用し ます。

 • MSE-HYPERV-VA-8-0-x-x-LowEnd.tar.bz2 ： ローエン ド の Hyper-V プ ラ ッ ト フ ォームでの新
し い MSE 配置については、 こ のフ ァ イルを使用し ます。

ステ ッ プ 6 配置を開始する と き に、 コ ン ピ ュータ の見つけやすい場所に イ ン ス ト ーラ を保存し ます。
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Microsoft Hyper-V 上の MSE アプラ イアンスのインポー ト

（注） Microsoft® Hyper-V 2008 は、 Open Virtualization Format （OVF） をサポー ト し ていません。 対象  
Hyper-V 2012 の場合、 Virtual Hard Disk （VHD） バン ド ルを抽出し、 対象の Hyper-V に Mobility 
Services Engine （MSE） アプ ラ イ アン ス を展開する必要があ り ます。

ステ ッ プ 1 「「Cisco MSE 仮想アプ ラ イ アン ス  Tar フ ァ イルのダ ウ ン ロー ド 」 （P.5-2）」 の手順に記載さ れて
いる よ う に、 MSE tar フ ァ イルをダ ウ ン ロー ド し ます。

ステ ッ プ 2 自分が所有し ている解凍ツールのいずれかを使用し て、 MSE アプ ラ イ アン ス  tar フ ァ イルを解
凍し ます （図 5-1 を参照）。

図 5-1 MSE tar フ ァ イル

解凍さ れたアーカ イ ブは、 次のフ ァ イルで構成さ れています （図 5-2 を参照）。

 • HyperV ク ラ イ アン ト  ユーテ ィ リ テ ィ  フ ァ イル （.ps1）

 • MSE メ タデータ  フ ァ イル （.mf）

 • MSE デ ィ ス ク  フ ァ イル （.vhd）

 • MSE xml フ ァ イル （.ovf）
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図 5-2 解凍されたフ ァ イル

（注） 解凍されたフ ァ イルの名前は変更せず、 絶対パスにスペースが含まれないよ う にし て く だ さい。

ステ ッ プ 3 以下の方法で、 MSE-HyperV-Client-Utility.ps1 フ ァ イルを実行で き ます。

 • utility.ps1 フ ァ イルをダブル ク リ ッ ク し て、 ス テ ッ プ 4 か ら ス テ ッ プ 8 を実行し ます。

 • Windows PowerShell Client を開いて、 アーカ イ ブが解凍された場所に移動し、
./MSE-hyperv-client-utility.ps1 の よ う に し て こ のフ ァ イルを実行し ます。 ス テ ッ プ 9 か ら ス
テ ッ プ 19 の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 4 [MSE-Hyper-Client-Utility] フ ァ イルをダブル ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 5 仮想マシン （VM） に適切な名前を指定し ます。

Enter the Virtual Machine name (Press [Enter] to choose Default[]):

ステ ッ プ 6 VHD の場所を入力し ます。

Enter the VHD location to be stored (Press [Enter] to choose Default 
[C:\Users\Public\Documents\Hyper-V\]):

ステ ッ プ 7 VM の場所を入力し ます。

Enter the location to store the files for the new virtual machine (Press [Enter) 
to choose Default [C:\ProgramData\Microsoft\Windows\Hyper-V\]):

ステ ッ プ 8 MSE アプ ラ イ アン スは、 次に示すよ う に Hyper-V サーバに配置さ れます。

図 5-3 Hyper-V の配置

ステ ッ プ 9 power shell を開いて、 アーカ イ ブが解凍さ れた場所に移動し、 以下の図に示すよ う に 
./MSE-hyperv-client-utility.ps1 フ ァ イルを実行し ます。
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ステ ッ プ 10 VM 名を入力する よ う 指示さ れます。

 • 適切な名前を入力する か、 Enter キーを押し てデフ ォル ト の名前を承認し ます。

ステ ッ プ 11 .VHD フ ァ イルを保存する場所を指定する よ う 指示さ れます。

 • .VHD フ ァ イルを保存する場所を指定する か、 ま たは Enter キーを押し て、 次の図に示すよ
う なデフ ォル ト の場所にフ ァ イルを保存し ます。 保存する ためのデフ ォル ト の場所を選択
する場合は、 VHD を選択し、 デフ ォル ト の場所が C:\Users\Public\documents\Hyper-v\ であ
る こ と を確認し、 .VHD フ ァ イルを格納する のに十分な領域があ る こ と を確認し ます。

ステ ッ プ 12 VM を保存する ための場所を指定する よ う 指示さ れます。 仮想マシン を格納する ためのパス を
指定する か、 ま たは Enter キーを押し て、 デフ ォル ト の場所に保存し ます。
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ステ ッ プ 13 接続さ れた VHD を備えている  VM はハイパーバイ ザに定義さ れ、 VM を起動し ます。

ステ ッ プ 14 VM が Hyper-V Manager Client で稼動中の場合は、 新し く 作成さ れた MSE アプ ラ イ アン スは 
Check に イ ンポー ト さ れます。

ステ ッ プ 15 Hyper-V Manager を開き、 新し く 作成し た  VM を見つけ ます。
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図 5-4 配置されたアプラ イアンス

ステ ッ プ 16 配置が完了する と すぐに、 仮想マシンはシ ャ ッ ト  ダ ウ ン状態にな り ます。

ステ ッ プ 17 仮想マシン （VM） を開始し ます。

 • イ ンポー ト さ れたフ ァ イルを右ク リ ッ ク し、 [Start] を選択し ます （図 5-5 を参照）。

図 5-5 仮想マシンの起動

ステ ッ プ 18 MSE VM のネ ッ ト ワー ク  ス テータ ス を確認し ます。

 • VM を右ク リ ッ ク し、 [Settings] を選択し ます （参照）。
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図 5-6 Hyper-V-Manager

ステ ッ プ 19 [Settings] ウ ィ ン ド ウで、 [Hardware] >[ IDE Controller 1] > [Network Adapter1] を選択し て、 NIC 
に接続さ れている ネ ッ ト ワーク を確認し ます。

図 5-7 [Settings] ウ ィ ン ド ウ
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MSE 仮想アプラ イアンス VM を起動するための基本設定

新し い仮想マシンでの MSE 仮想アプ ラ イ アン スの展開が完了し ま し た。 仮想マシンの ノ ー ド
が、 [HyperV-Manager] ウ ィ ン ド ウの リ ソース  ツ リ ーに表示さ れる よ う にな り ます。 展開後に、
MSE 仮想アプ ラ イ アン スの基本設定を行 う 必要があ り ます。

MSE の設定を開始する には、 次の手順を実行し ます。

ステ ッ プ 1 コ ン ソール ペイ ンで、 [Console] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 2 Enter キーを押し て、 MSE の イ ン ス ト ール ウ ィ ザー ド を開始する ための ロ グ イ ン  プ ロ ンプ ト
を表示し ます。 次の出力が表示さ れます。

------------------------------------------------------------------

シス コ モビ リ テ ィ サービ ス エンジン
mse-kw login: root
password: password
Last login: Mon Apr 7 04:11:50 on tty1

（注） MSE からセ ッ ト ア ップが求められない場合は、 次のコマン ド を入力し ます ： /opt/mse/setup/setup.sh

Would you like to setup initial parameters using menu options (yes/no) [yes]:

Please select a configuration option below and enter the
requested information.You may exit setup at any time by
typing <Ctrl+C>.

You will be prompted to choose whether you wish to configure a
parameter, skip it, or reset it to its initial default value.
Skipping a parameter will leave it unchanged from its current
value.

Please note that the following parameters are mandatory and must be configured 
at lease once.
        -> Hostname
        -> Network interface eth0
        -> Timezone settings
        -> Root password
        -> NTP settings
        -> Prime Infrastructure password

You must select option 24 to verify and apply any changes made during this 
session.
--------------------------------------------------------------

PRESS <ENTER> TO CONTIBNUE:

--------------------------------------------------------------

Configure MSE:
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（注） ネ ッ ト ワーク内で Mobility Services Engine が最適に動作する よ う に、 すべての関連項目を初期
セ ッ ト ア ッ プ時に設定する こ と を推奨し ます。 ホ ス ト 名 と イーサネ ッ ト  0 （eth0） ま たはイー
サネ ッ ト  1 （eth1） ポー ト は、 必ず自動イ ン ス ト ール中に設定し て く だ さ い。

（注） 次の コ マン ド を使用する と 、 自動イ ン ス ト ール ス ク リ プ ト をいつで も再実行し て、 パ ラ メ ータ
を追加ま たは変更で き ます。 
[root@mse]# /opt/mse/setup/setup.sh. 
変更し ない値は、 こ れら の更新で再入力する必要はあ り ません。

（注） あ る項目を設定し ない場合は、 skip を入力する と 次の設定手順のプ ロ ンプ ト が表示さ れます。
ス キ ッ プ さ れた設定は保持さ れ、 変更さ れません。

（注） Mobility Services Engine の最小限の設定は、 コ ン ソールを使用し た イ ン ス ト ールの一環 と し て
実行さ れます。 自動イ ン ス ト ールを使用し て行った最初の設定以外の内容はすべて、 Cisco 
Prime Infrastructure で設定さ れます。

ステ ッ プ 3 ホ ス ト 名を設定し ます

Please enter your choice [1 - 24]: 1

Current hostname=[mse-kw]
Configure hostname?(Y)es/(S)kip/(U)se default [Skip]: y
The host name should be a unique name that can identify
the device on the network.The hostname should start with
a letter, end with a letter or number, and contain only
letters, numbers, and dashes.

Enter a host name [mse-kw]:

ステ ッ プ 4 eth0 ネ ッ ト ワーク の設定を入力し ます

Please enter your choice [1 - 24]: 2

Current IP address=[10.0.0.1]
Current eth0 netmask=[255.0.0.0]
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Current IPv4 gateway address=[172.20.104.123]
Configure eth0 interface parameters?(Y)es/(S)kip/(U)se default [Skip]:y

Enter an IP address for first ethernet interface of this machine.

Enter eth0 IP address  [10.0.0.2]:

Enter the network mask for IP address 172.21.105.126

Enter network mask [255.255.255.224]:

Enter an default gateway address for this machine.

Note that the default gateway must be reachable from
the first ethernet interface.

Enter default gateway address [172.20.104.123]:

ステ ッ プ 5 DNS を設定し ます。

Please enter your choice [1 - 24]: 11

Domain Name Service (DNS) Setup

Enable DNS (yes/no) [no]: y
Default DNS server 1=[8.8.8.8]
Enter primary DNS server IP address:
DNS server address must be in the form #.#.#.#, where # is 0 to 255 or 
hexadecimal : separated v6 address

Enter primary DNS server IP address [8.8.8.8]:
Enter backup DNS server IP address (or none) [none]:

ステ ッ プ 6 タ イ ム ゾーン を設定し ます。

（注） wIPS に対し て設定する場合は、 UTC を使用する必要があ り ます。 その他のサービ スについて
は、 コ ン ト ローラ と 同じ タ イ ム ゾーン を使用し ます。

Please enter your choice [1 - 24]: 3

Current timezone=[America/]
Configure timezone?(Y)es/(S)kip/(U)se default [Skip]: y

Enter the current date and time.

Please identify a location so that time zone rules can be set correctly.
Please select a continent or ocean.
1) Africa
 2) Americas
 3) Antarctica
 4) Arctic Ocean
 5) Asia
 6) Atlantic Ocean
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 7) Australia
 8) Europe
 9) Indian Ocean
10) Pacific Ocean
11) UTC - I want to use Coordinated Universal Time.
#?2

国を選択し て く だ さい。
1) Anguilla                 27) Honduras
 2) Antigua & Barbuda        28) Jamaica
 3) Argentina                29) Martinique
 4) Aruba                    30) Mexico
 5) Bahamas                  31) Montserrat
 6) Barbados                 32) Netherlands Antilles
 7) Belize                   33) Nicaragua
 8) Bolivia                  34) Panama
 9) Brazil                   35) Paraguay
10) Canada                   36) Peru
11) Cayman Islands           37) Puerto Rico
12) Chile                    38) St Barthelemy
13) Colombia                 39) St Kitts & Nevis
14) Costa Rica               40) St Lucia
15) Cuba                     41) St Martin (French part)
16) Dominica                 42) St Pierre & Miquelon
17) Dominican Republic       43) St Vincent
18) Ecuador                  44) Suriname
19) El Salvador              45) Trinidad & Tobago
20) French Guiana            46) Turks & Caicos Is
21) Greenland                47) United States
22) Grenada                  48) Uruguay
23) Guadeloupe               49) Venezuela
24) Guatemala                50) Virgin Islands (UK)
25) Guyana                   51) Virgin Islands (US)
26) Haiti
#?47
Please select one of the following time zone regions.
1) Eastern Time
 2) Eastern Time - Michigan - most locations
 3) Eastern Time - Kentucky - Louisville area
 4) Eastern Time - Kentucky - Wayne County
 5) Eastern Time - Indiana - most locations
 6) Eastern Time - Indiana - Daviess, Dubois, Knox & Martin Counties
 7) Eastern Time - Indiana - Pulaski County
 8) Eastern Time - Indiana - Crawford County
 9) Eastern Time - Indiana - Pike County
10) Eastern Time - Indiana - Switzerland County
11) Central Time
12) Central Time - Indiana - Perry County
13) Central Time - Indiana - Starke County
14) Central Time - Michigan - Dickinson, Gogebic, Iron & Menominee 
Counties
15) Central Time - North Dakota - Oliver County
16) Central Time - North Dakota - Morton County (except Mandan area)
17) Mountain Time
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18) Mountain Time - south Idaho & east Oregon
19) Mountain Time - Navajo
20) Mountain Standard Time - Arizona
21) Pacific Time
22) Alaska Time
23) Alaska Time - Alaska panhandle
24) Alaska Time - Alaska panhandle neck
25) Alaska Time - west Alaska
26) Aleutian Islands
27) Hawaii
#?21

The following information has been given:

        United States

        太平洋標準時

Therefore TZ='America/Los_Angeles' will be used.
Local time is now:      Sun Apr  6 18:45:27 PDT 2014.
Universal Time is now:  Mon Apr  7 01:45:27 UTC 2014.
Is the above information OK?
1) Yes
2) No
#?1

ステ ッ プ 7 root パス ワー ド を設定し ます。

（注） root パス ワード を設定し ない と 、 設定を適用する と きに警告 メ ッ セージが表示されます。

Please enter your choice [1 - 24]: 4

Root password has not been configured
Configure root password?(Y)es/(S)kip/(U)se default [Skip]:
Changing password for user root.

You can now choose the new password.

A valid password should be a mix of upper and lower case letters, 
digits, and other characters.You can use an 8 character long password 
with characters from all of these classes.An upper case letter that 
begins the password and a digit that ends it do not count towards the 
number of character classes used.

Enter new password:

ステ ッ プ 8 NTP を設定し ます。

Please enter your choice [1 - 24]: 5

Network Time Protocol (NTP) Setup.

If you choose to enable NTP, the system time will be
configured from NTP servers that you select.Otherwise,
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you will be prompted to enter the current date and time.

NTP is currently disabled.
Configure NTP related parameters?(Y)es/(S)kip/(U)se default [Skip]: y

Enter whether or not you would like to set up the
Network Time Protocol (NTP) for this machine.

If you choose to enable NTP, the system time will be
configured from NTP servers that you select.Otherwise,
you will be prompted to enter the current date and time.

Enable NTP (yes/no) [no]: y
Default NTP server 1=[time.nist.gov]
Enter NTP server name or address:
NTP server address must be in the form #.#.#.3, where # is 0 to 255 
hexadecimal : separated v6 address.
Enter NTP server name or [time.nist.gov]:
Enter another NTP server IP address (or none) [none]:
Configure NTP Authentication ?(Y)es/(S)kip/(U)se default [Skip]: y
Enter NTP Auth key Number [1]:
Enter NTP Auth key Value (String) [Secret]:
Do you want to continue (yes/no) [no]: y

ステ ッ プ 9 Prime Infrastructure パス ワー ド を設定し ます。

（注） パス ワー ド を設定し ない と 、 設定を適用する と き に警告 メ ッ セージが表示されます。 デ
フ ォル ト の PI 通信パス ワー ド は admin です。

Please enter your choice [1 - 24]: 6

Cisco Prime Infrastructure communication password has not been 
configured.
Configure Prime Infrastructure password?(Y)es/(S)kip/(U)se default 
[Yes]:

Enter a password for the admin user.
The admin user is used by the Prime Infrastructure and other northbound 
systems to authenticate their SOAP/XML session with the server.Once this 
password is updated, it must correspondingly be updated on the NCS page 
for MSE General Parameters so that the Prime Infrastructure can 
communicate with the MSE.

Enter Prime Infrastructure password:

ステ ッ プ 10 設定情報を確認し、 変更を適用し ます。

Please enter your choice [1 - 24]:      23

Please verify the following setup information.

-----------------------------BEGIN----------------------------
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Hostname=mse8-0
Eth0 IP address= , Eth0 network mask=255.255.254.0
Time zone=America/Los_Angeles
Enable DNS=yes, DNS servers=8.8.8.8
Enable NTP=yes, NTP servers=time.nist.gov
Time zone=America/Los_Angeles
Root password is changed.
Cisco Prime Infrastructure password is changed.

------------------------------END-----------------------------

You may enter "yes" to proceed with configuration, "no" to make
more changes.

Configuration Changed
Is the above information correct (yes or no): yes

--------------------------------------------------------------
------------
Checking mandatory configuration information...

Setup will now attempt to apply the configuration.

Restarting network services with new settings.
Shutting down interface eth0:

The system is minimally configured right now.It is strongly recommended 
that you run the setup script under /opt/mse/setup/setup.sh command to 
configure all appliance related parameters immediately after 
installation is complete.

PRESS <ENTER> TO EXIT THE INSTALLER:
[root@mse8-0 installers]# reboot
Stopping MSE Platform

Flushing firewall rules: [OK]
Setting chains to policy ACCEPT: nat filter [OK]
Unloading iptables modules: [ok]

Broadcast message from root (pts/0) (Tue Apr29 14:15:27:2014):

The system is going down for reboot NOW:
The figure below shows an example of the completion screen:
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第 5 章      Hyper-V プ ラ ッ ト フ ォームの MSE 仮想アプ ラ イアンス           

  Microsoft Hyper-V 上の MSE アプ ラ イアンスのイ ンポー ト
図 5-8 [Completion] 画面

（注） 次回の ロ グ イ ン時に root を使用する と 、 Linux シ ェル プ ロ ンプ ト だけが表示さ れ、 セ ッ ト ア ッ
プ ス ク リ プ ト は表示さ れません。 root と し て ロ グ イ ン し、 /opt/mse/setup/setup.sh を実行すれ
ば、 いつで も セ ッ ト ア ッ プ ス ク リ プ ト を再実行し て設定を変更で き ます。

ステ ッ プ 11 設定を確認する には、 getserverinfo コ マン ド を実行し ます。

[mse-kw]# getserverinfo

ステ ッ プ 12 ブー ト 後に自動的に起動する よ う  MSE を設定する ため、 次の コ マン ド を入力し ます。

[mse-kw]# chkconfig msed on

ステ ッ プ 13 次の コ マン ド を使用し て再起動し ます。

[mse-kw]# reboot

（注） MSE サービ ス を手動で開始する には、 次の コ マン ド を入力し ます。 
[mse-kw]# service msed start 
 

セ ッ ト ア ッ プ ス ク リ プ ト はロ グ フ ァ イルを生成し ます。 こ のフ ァ イルは /opt/mse/setup/setup.log 
で参照でき ます。

Prime Infrastructure での MSE の設定

詳細については、 「「Prime Infrastructure での MSE の設定」 （P.3-20）」 を参照し て く だ さ い。

ネ ッ ト ワーク設計と追跡パラ メータの同期

詳細については、 「「ネ ッ ト ワーク設計の同期」 （P.3-24）」 を参照し て く だ さ い。
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付 録 A

仮想マシンの設定と管理

こ の章の内容は、 次の と お り です。

 • 「vSphere Client の仮想マシンへのハー ド  デ ィ ス ク の追加」 （P.A-1）

 • 「ネ ッ ト ワーク の設定」 （P.A-1）

 • 「仮想アプ ラ イ アン スのア ッ プグ レー ド 」 （P.A-2）

vSphere Client の仮想マシンへのハー ド  デ ィ スクの追加
仮想マシンにハー ド  デ ィ ス ク を追加する場合に、 新し い仮想デ ィ ス ク を作成する、 既存の仮想
デ ィ ス ク を追加する、 ま たはマ ッ ピ ン グ さ れた  SAN LUN を追加する こ と がで き ます。

ほ と んどの場合、 デフ ォル ト のデバイ ス  ノ ー ド を受け入れる こ と がで き ます。 ハー ド  デ ィ ス
ク については、 ブー ト 順序を制御し た り 、 異な る タ イ プの SCSI コ ン ト ローラ を使用する には、
非デフ ォル ト のデバイ ス  ノ ー ド が実用的です。 た と えば、 LSI Logic コ ン ト ローラ か ら起動し、
バス共有を有効に し て  Buslogic コ ン ト ローラ を使用し て、 他の仮想マシン と データ  デ ィ ス ク を
共有する方法があ り ます。

詳細については、 「vSphere Client の仮想マシンへのハー ド  デ ィ ス ク の追加」 の VMware の ド
キ ュ メ ン ト を参照し て く だ さ い。

ネ ッ ト ワークの設定
デフ ォル ト では、 仮想マシンはホ ス ト  ネ ッ ト ワーク の設定を使用し ます。 そのため、 VM アダ
プ タ を  ESXi で設定する必要はあ り ません。 パブ リ ッ ク と プ ラ イベー ト の両方のネ ッ ト ワー ク
がホ ス ト に接続さ れ、 仮想マシンか ら こ れら の両方にア ク セスする場合、 vSphere Client で VM 
アダプ タ を設定する必要があ り ます。

詳細については、 次の URL にあ る  VMware のマニ ュ アルを参照し て く だ さ い。 
vSphere Web Client でのホ ス ト  マシンのネ ッ ト ワーク の構成
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付録  A      仮想マシンの設定と管理          
  仮想アプ ラ イアンスのア ッ プグレー ド
仮想アプラ イアンスのア ッ プグレー ド
仮想アプ ラ イ アン スの設定後は、 仮想アプ ラ イ アン ス を物理 MSE アプ ラ イ アン スの よ う に扱
う 必要があ り ます。 最新の MSE リ リ ースにア ッ プグ レー ド する たびに、 新し い OVA を導入す
る必要はあ り ません。 適切な イ ン ス ト ーラ  イ メ ージをアプ ラ イ アン スにダ ウ ン ロー ド し、 物理
アプ ラ イ アン スの場合 と 同様に、 ア ッ プグ レー ド の手順を実行し ます。
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付 録 B

コマン ド  リ フ ァ レンス

こ の付録には、 仮想アプ ラ イ アン ス を展開する際に使用する  MSE コ マン ド の一部を示し ます。

MSE コマン ド
MSE 仮想アプ ラ イ アン ス を展開する際に、 次の コ マン ド を使用し て タ ス ク をモニ タ し ます。

表 B-1  MSE コマン ド

コ マン ド 説明

service msed status MSE サービ スのス テータ ス を判別し ます。

service msed start MSE サービ ス を手動で開始し ます。

service msed stop MSE サービ ス を停止し ます。

rundiag 診断を実行し ます。 こ の コ マン ド を使用し て、 ク ラ イ アン ト の コ
ンテキ ス ト 認識エンジンの ラ イ セン ス  フ ァ イルを取得する ため
に必要な MSE UDI 情報を表示で き ます。

ckkconfig msed on ブー ト 後に自動的に起動する よ う  MSE を設定し ます。

show udi 仮想アプ ラ イ アン スか ら  Unique Device Identifier （UDI） を取得し
ます。

getServerInfo 設定を確認し ます。

reboot MSE を リ ブー ト し ます。
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付録 B      コ マン ド  リ フ ァ レンス           
  MSE コ マン ド
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